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    第一章


    
      1アハブが死しんだ後のち、モアブはイスラエルにそむいた。
    


    
      2さてアハジヤはサマリヤにある高殿たかどののらんかんから落おちて病気びょうきになったので、使者ししゃをつかわし、「行いってエクロンの神かみバアル・ゼブブに、この病気びょうきがなおるかどうかを尋たずねよ」と命めいじた。 3時ときに、主しゅの使つかいはテシベびとエリヤに言いった、「立たって、上のぼって行いき、サマリヤの王おうの使者ししゃに会あって言いいなさい、『あなたがたがエクロンの神かみバアル・ゼブブに尋たずねようとして行いくのは、イスラエルに神かみがないためか』。 4それゆえ主しゅはこう仰おおせられる、『あなたは、登のぼった寝台しんだいから降おりることなく、必かならず死しぬであろう』」。そこでエリヤは上のぼって行いった。
    


    
      5使者ししゃたちがアハジヤのもとに帰かえってきたので、アハジヤは彼かれらに言いった、「なぜ帰かえってきたのか」。 6彼かれらは言いった、「ひとりの人ひとが上のぼってきて、われわれに会あって言いいました、『おまえたちをつかわした王おうの所ところへ帰かえって言いいなさい。主しゅはこう仰おおせられる、あなたがエクロンの神かみバアル・ゼブブに尋たずねようとして人ひとをつかわすのは、イスラエルに神かみがないためなのか。それゆえあなたは、登のぼった寝台しんだいから降おりることなく、必かならず死しぬであろう』」。 7アハジヤは彼かれらに言いった、「上のぼってきて、あなたがたに会あって、これらの事ことを告つげた人ひとはどんな人ひとであったか」。 8彼かれらは答こたえた、「その人ひとは毛けごろもを着きて、腰こしに皮かわの帯おびを締しめていました」。彼かれは言いった、「その人ひとはテシべびとエリヤだ」。
    


    
      9そこで王おうは五十人にんの長ちょうを、部下ぶかの五十人にんと共ともにエリヤの所ところへつかわした。彼かれがエリヤの所ところへ上のぼっていくと、エリヤは山やまの頂いただきにすわっていたので、エリヤに言いった、「神かみの人ひとよ、王おうがあなたに、下くだって来くるようにと言いわれます」。 10しかしエリヤは五十人にんの長ちょうに答こたえた、「わたしがもし神かみの人ひとであるならば、火ひが天てんから下くだって、あなたと部下ぶかの五十人にんとを焼やき尽つくすでしょう」。そのように火ひが天てんから下くだって、彼かれと部下ぶかの五十人にんとを焼やき尽つくした。
    


    
      11王おうはまた他たの五十人にんの長ちょうを、部下ぶかの五十人にんと共ともにエリヤにつかわした。彼かれは上のぼっていってエリヤに言いった、「神かみの人ひとよ、王おうがこう命めいじられます、『すみやかに下くだってきなさい』」。 12しかしエリヤは彼かれらに答こたえた、「わたしがもし神かみの人ひとであるならば、火ひが天てんから下くだって、あなたと部下ぶかの五十人にんとを焼やき尽つくすでしょう」。そのように神かみの火ひが天てんから下くだって、彼かれと部下ぶかの五十人にんとを焼やき尽つくした。
    


    
      13王おうはまた第だい三の五十人にんの長ちょうを部下ぶかの五十人にんと共ともにつかわした。第だい三の五十人にんの長ちょうは上のぼっていって、エリヤの前まえにひざまずき、彼かれに願ねがって言いった、「神かみの人ひとよ、どうぞ、わたしの命いのちと、あなたのしもべであるこの五十人にんの命いのちをあなたの目めに尊たっといものとみなしてください。 14ごらんなさい、火ひが天てんからくだって、さきの五十人にんの長ちょうふたりと、その部下ぶかの五十人にんずつとを焼やき尽つくしました。しかし今いまわたしの命いのちをあなたの目めに尊たっといものとみなしてください」。 15その時とき、主しゅの使つかいはエリヤに言いった、「彼かれと共ともに下くだりなさい。彼かれを恐おそれてはならない」。そこでエリヤは立たって、彼かれと共ともに下くだり、王おうのもとへ行いって、 16王おうに言いった、「主しゅはこう仰おおせられます、『あなたはエクロンの神かみバアル・ゼブブに尋たずねようと使者ししゃをつかわしたが、それはイスラエルに、その言葉ことばを求もとむべき神かみがないためであるか。それゆえあなたは、登のぼった寝台しんだいから降おりることなく、必かならず死しぬであろう』」。
    


    
      17彼かれはエリヤが言いった主しゅの言葉ことばのとおりに死しんだが、彼かれに子こがなかったので、その兄弟きょうだいヨラムが彼かれに代かわって王おうとなった。これはユダの王おうヨシャパテの子こヨラムの第だい二年ねんである。 18アハジヤのその他たの事績じせきは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。
    

  


  


  
    第二章


    
      1主しゅがつむじ風かぜをもってエリヤを天てんに上のぼらせようとされた時とき、エリヤはエリシャと共ともにギルガルを出でて行いった。 2エリヤはエリシャに言いった、「どうぞ、ここにとどまってください。主しゅはわたしをベテルにつかわされるのですから」。しかしエリシャは言いった、「主しゅは生いきておられます。またあなたも生いきておられます。わたしはあなたを離はなれません」。そして彼かれらはベテルへ下くだった。 3ベテルにいる預言者よげんしゃのともがらが、エリシャのもとに出でてきて彼かれに言いった、「主しゅがきょう、あなたの師事しじする主人しゅじんをあなたから取とられるのを知しっていますか」。彼かれは言いった、「はい、知しっています。あなたがたは黙だまっていてください」。
    


    
      4エリヤは彼かれに言いった、「エリシャよ、どうぞ、ここにとどまってください。主しゅはわたしをエリコにつかわされるのですから」。しかしエリシャは言いった、「主しゅは生いきておられます。またあなたも生いきておられます。わたしはあなたを離はなれません」。そして彼かれらはエリコへ行いった。 5エリコにいた預言者よげんしゃのともがらが、エリシャのもとにきて彼かれに言いった、「主しゅがきょう、あなたの師事しじする主人しゅじんをあなたから取とられるのを知しっていますか」。彼かれは言いった、「はい、知しっています。あなたがたは黙だまっていてください」。
    


    
      6エリヤはまた彼かれに言いった、「どうぞ、ここにとどまってください。主しゅはわたしをヨルダンにつかわされるのですから」。しかし彼かれは言いった、「主しゅは生いきておられます。またあなたも生いきておられます。わたしはあなたを離はなれません」。そしてふたりは進すすんで行いった。 7預言者よげんしゃのともがら五十人にんも行いって、彼かれらにむかって、はるかに離はなれて立たっていた。彼かれらふたりは、ヨルダンのほとりに立たったが、 8エリヤは外套がいとうを取とり、それを巻まいて水みずを打うつと、水みずが左右さゆうに分わかれたので、ふたりはかわいた土つちの上うえを渡わたることができた。
    


    
      9彼かれらが渡わたったとき、エリヤはエリシャに言いった、「わたしが取とられて、あなたを離はなれる前まえに、あなたのしてほしい事ことを求もとめなさい」。エリシャは言いった、「どうぞ、あなたの霊れいの二つの分ぶんをわたしに継つがせてください」。 10エリヤは言いった、「あなたはむずかしい事ことを求もとめる。あなたがもし、わたしが取とられて、あなたを離はなれるのを見みるならば、そのようになるであろう。しかし見みないならば、そのようにはならない」。 11彼かれらが進すすみながら語かたっていた時とき、火ひの車くるまと火ひの馬うまがあらわれて、ふたりを隔へだてた。そしてエリヤはつむじ風かぜに乗のって天てんにのぼった。 12エリシャはこれを見みて「わが父ちちよ、わが父ちちよ、イスラエルの戦車せんしゃよ、その騎兵きへいよ」と叫さけんだが、再ふたたび彼かれを見みなかった。
    


    
      そこでエリシャは自分じぶんの着物きものをつかんで、それを二つに裂さき、 13またエリヤの身みから落おちた外套がいとうを取とり上あげ、帰かえってきてヨルダンの岸きしに立たった。 14そしてエリヤの身みから落おちたその外套がいとうを取とって水みずを打うち、「エリヤの神かみ、主しゅはどこにおられますか」と言いい、彼かれが水みずを打うつと、水みずは左右さゆうに分わかれたので、エリシャは渡わたった。
    


    
      15エリコにいる預言者よげんしゃのともがらは彼かれの近ちかづいて来くるのを見みて、「エリヤの霊れいがエリシャの上うえにとどまっている」と言いった。そして彼かれらは来きて彼かれを迎むかえ、その前まえに地ちに伏ふして、 16彼かれに言いった、「しもべらの所ところに力ちからの強つよい者ものが五十人にんいます。どうぞ彼かれらをつかわして、あなたの主人しゅじんを尋たずねさせてください。主しゅの霊れいが彼かれを引ひきあげて、彼かれを山やまか谷たにに投なげたのかも知しれません」。エリシャは「つかわしてはならない」と言いったが、 17彼かれの恥はじるまで、しいたので、彼かれは「つかわしなさい」と言いった。それで彼かれらは五十人にんの者ものをつかわし、三日かの間あいだ尋たずねたが、彼かれを見みいださなかった。 18エリシャのなおエリコにとどまっている時とき、彼かれらが帰かえってきたので、エリシャは彼かれらに言いった、「わたしは、あなたがたに、行いってはならないと告つげたではないか」。
    


    
      19町まちの人々ひとびとはエリシャに言いった、「見みられるとおり、この町まちの場所ばしょは良よいが水みずが悪わるいので、この地ちは流産りゅうざんを起おこすのです」。 20エリシャは言いった、「新あたらしい皿さらに塩しおを盛もって、わたしに持もってきなさい」。彼かれらは持もってきた。 21エリシャは水みずの源みなもとへ出でて行いって、塩しおをそこに投なげ入いれて言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『わたしはこの水みずを良よい水みずにした。もはやここには死しも流産りゅうざんも起おこらないであろう』」。 22こうしてその水みずはエリシャの言いったとおりに良よい水みずになって今日こんにちに至いたっている。
    


    
      23彼かれはそこからベテルへ上のぼったが、上のぼって行いく途中とちゅう、小ちいさい子供こどもらが町まちから出でてきて彼かれをあざけり、彼かれにむかって「はげ頭あたまよ、のぼれ。はげ頭あたまよ、のぼれ」と言いったので、 24彼かれはふり返かえって彼かれらを見み、主しゅの名なをもって彼かれらをのろった。すると林はやしの中なかから二頭とうの雌めぐまが出でてきて、その子こ供ともらのうち四十二人にんを裂さいた。 25彼かれはそこからカルメル山やまへ行いき、そこからサマリヤに帰かえった。
    

  


  


  
    第三章


    
      1ユダの王おうヨシャパテの第だい十八年ねんにアハブの子こヨラムはサマリヤでイスラエルの王おうとなり、十二年ねん世よを治おさめた。 2彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくをおこなったが、その父母ふぼのようではなかった。彼かれがその父ちちの造つくったバアルの石柱せきちゅうを除のぞいたからである。 3しかし彼かれはイスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムの罪つみにつき従したがって、それを離はなれなかった。
    


    
      4モアブの王おうメシャは羊ひつじの飼育しいく者もので、十万の小羊こひつじと、十万の雄羊おひつじの毛けとを年々ねんねんイスラエルの王おうに納おさめていたが、 5アハブが死しんだ後のち、モアブの王おうはイスラエルの王おうにそむいた。 6そこでヨラム王おうはその時ときサマリヤを出でて、イスラエルびとをことごとく集あつめ、 7また、人ひとをユダの王おうヨシャパテにつかわし、「モアブの王おうはわたしにそむきました。あなたはモアブと戦たたかうために、わたしと一緒いっしょに行いかれませんか」と言いわせた。彼かれは言いった、「行いきましょう。わたしはあなたと一つです。わたしの民たみはあなたの民たみと一つです。わたしの馬うまはあなたの馬うまと一つです」。 8彼かれはまた言いった、「われわれはどの道みちを上のぼるのですか」。ヨラムは答こたえた、「エドムの荒野あらのの道みちを上のぼりましょう」。
    


    
      9こうしてイスラエルの王おうはユダの王おうおよびエドムの王おうと共ともに出でて行いった。しかし彼かれらは回まわり道みちをして、七日なぬかの間あいだ進すすんだが、軍勢ぐんぜいとそれに従したがう家畜かちくの飲のむ水みずがなかったので、 10イスラエルの王おうは言いった、「ああ、主しゅは、この三人にんの王おうをモアブの手てに渡わたそうとして召めし集あつめられたのだ」。 11ヨシャパテは言いった、「われわれが主しゅに問とうことのできる主しゅの預言者よげんしゃはここにいませんか」。イスラエルの王おうのひとりの家来けらいが答こたえた、「エリヤの手てに水みずを注そそいだシャパテの子こエリシャがここにいます」。 12ヨシャパテは言いった、「主しゅの言葉ことばが彼かれにあります」。そこでイスラエルの王おうとヨシャパテとエドムの王おうとは彼かれのもとへ下くだっていった。
    


    
      13エリシャはイスラエルの王おうに言いった、「わたしはあなたとなんのかかわりがありますか。あなたの父上ちちうえの預言者よげんしゃたちと母上ははうえの預言者よげんしゃたちの所ところへ行いきなさい」。イスラエルの王おうは彼かれに言いった、「いいえ、主しゅがこの三人にんの王おうをモアブの手てに渡わたそうとして召めし集あつめられたのです」。 14エリシャは言いった、「わたしの仕つかえる万軍ばんぐんの主しゅは生いきておられます。わたしはユダの王おうヨシャパテのためにするのでなければ、あなたを顧かえりみ、あなたに会あうことはしないのだが、 15いま楽人がくじんをわたしの所ところに連つれてきなさい」。そこで楽人がくじんが楽がくを奏そうすると、主しゅの手てが彼かれに臨のぞんで、 16彼かれは言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『わたしはこの谷たにを水みずたまりで満みたそう』。 17これは主しゅがこう仰おおせられるからである、『あなたがたは風かぜも雨あめも見みないのに、この谷たにに水みずが満みちて、あなたがたと、その家畜かちくおよび獣けものが飲のむであろう』。 18これは主しゅの目めには小ちいさい事ことである。主しゅはモアブびとをも、あなたがたの手てに渡わたされる。 19そしてあなたがたはすべての堅固けんごな町まちと、すべての良よい町まちを撃うち、すべての良よい木きを切きり倒たおし、すべての水みずの井戸いどをふさぎ、石いしをもって地ちのすべての良よい所ところを荒あらすであろう」。 20あくる朝あさになって、供そなえ物ものをささげる時ときに、水みずがエドムの方ほうから流ながれてきて、水みずは国くにに満みちた。
    


    
      21さてモアブびとは皆みな、王おうたちが自分じぶんたちを攻せめるために上のぼってきたのを聞きいたので、よろいを着きることのできる者ものを、老おいも若わかきもことごとく召集しょうしゅうして、国境こっきょうに配置はいちしたが、 22朝あさはやく起おきて、太陽たいようがのぼって水みずを照てらしたとき、モアブびとは目めの前まえに血ちのように赤あかい水みずを見みたので、 23彼かれらは言いった、「これは血ちだ、きっと王おうたちが互たがいに戦たたかって殺ころし合あったのだ。だから、モアブよ、ぶんどりに行いきなさい」。 24しかしモアブびとがイスラエルの陣営じんえいに行いくと、イスラエルびとは立たちあがってモアブびとを撃うったので、彼かれらはイスラエルの前まえから逃にげ去さった。イスラエルびとは進すすんで、モアブびとを撃うち、その国くににはいって、 25町々まちまちを滅ほろぼし、おのおの石いしを一つずつ、地ちのすべての良よい所ところに投なげて、これに満みたし、水みずの井戸いどをことごとくふさぎ、良よい木きをことごとく切きり倒たおして、ただキル・ハラセテはその名なを残のこすのみとなったが、石いしを投なげる者ものがこれを囲かこんで撃うち滅ほろぼした。 26モアブの王おうは戦たたかいがあまりに激はげしく、当あたりがたいのを見みて、つるぎを抜ぬく者もの七百人にんを率ひきい、エドムの王おうの所ところに突つき入はいろうとしたが、果はたさなかったので、 27自分じぶんの位くらいを継つぐべきその長子ちょうしをとって城壁じょうへきの上うえで燔祭はんさいとしてささげた。その時ときイスラエルに大おおいなる憤いきどおりが臨のぞんだので、彼かれらは彼かれをすてて自分じぶんの国くにに帰かえった。
    

  


  


  
    第四章


    
      1預言者よげんしゃのともがらの、ひとりの妻つまがエリシャに呼よばわって言いった、「あなたのしもべであるわたしの夫おっとが死しにました。ごぞんじのように、あなたのしもべは主しゅを恐おそれる者ものでありましたが、今いま、債さい主しゅがきて、わたしのふたりの子供こどもを取とって奴隷どれいにしようとしているのです」。 2エリシャは彼女かのじょに言いった、「あなたのために何なにをしましょうか。あなたの家いえにどんな物ものがあるか、言いいなさい」。彼女かのじょは言いった、「一びんの油あぶらのほかは、はしための家いえに何なにもありません」。 3彼かれは言いった、「ほかへ行いって、隣となりの人々ひとびとから器うつわを借かりなさい。あいた器うつわを借かりなさい。少すこしばかりではいけません。 4そして内うちにはいって、あなたの子供こどもたちと一緒いっしょに戸との内うちに閉とじこもり、そのすべての器うつわに油あぶらをついで、いっぱいになったとき、一つずつそれを取とりのけておきなさい」。 5彼女かのじょは彼かれを離はなれて去さり、子供こどもたちと一緒いっしょに戸との内うちに閉とじこもり、子供こどもたちの持もって来くる器うつわに油あぶらをついだ。 6油あぶらが満みちたとき、彼女かのじょは子供こどもに「もっと器うつわを持もってきなさい」と言いったが、子供こどもが「器うつわはもうありません」と言いったので、油あぶらはとまった。 7そこで彼女かのじょは神かみの人ひとのところにきて告つげたので、彼かれは言いった、「行いって、その油あぶらを売うって負債ふさいを払はらいなさい。あなたと、あなたの子供こどもたちはその残のこりで暮くらすことができます」。
    


    
      8ある日ひエリシャはシュネムへ行いったが、そこにひとりの裕福ゆうふくな婦人ふじんがいて、しきりに彼かれに食事しょくじをすすめたので、彼かれはそこを通とおるごとに、そこに寄よって食事しょくじをした。 9その女おんなは夫おっとに言いった、「いつもわたしたちの所ところを通とおるあの人ひとは確たしかに神かみの聖せいなる人ひとです。 10わたしたちは屋上おくじょうに壁かべのある一つの小ちいさいへやを造つくり、そこに寝台しんだいと机つくえといすと燭台しょくだいとを彼かれのために備そなえましょう。そうすれば彼かれがわたしたちの所ところに来くるとき、そこに、はいることができます」。
    


    
      11さて、ある日ひエリシャはそこにきて、そのへやにはいり、そこに休やすんだが、 12彼かれはそのしもべゲハジに「このシュネムの女おんなを呼よんできなさい」と言いった。彼かれがその女おんなを呼よぶと、彼女かのじょはきてエリシャの前まえに立たったので、 13エリシャはゲハジに言いった、「彼女かのじょに言いいなさい、『あなたはこんなにねんごろに、わたしたちのために心こころを用もちいられたが、あなたのためには何なにをしたらよいでしょうか。王おうまたは軍勢ぐんぜいの長ちょうにあなたの事ことをよろしく頼たのむことをお望のぞみですか』」。彼女かのじょは答こたえて言いった、「わたしは自分じぶんの民たみのうちに住すんでいます」。 14エリシャは言いった、「それでは彼女かのじょのために何なにをしようか」。ゲハジは言いった、「彼女かのじょには子供こどもがなく、その夫おっとは老おいています」。 15するとエリシャが「彼女かのじょを呼よびなさい」と言いったので、彼女かのじょを呼よぶと、来きて戸口とぐちに立たった。 16エリシャは言いった、「来年らいねんの今いまごろ、あなたはひとりの子こを抱だくでしょう」。彼女かのじょは言いった、「いいえ、わが主しゅよ、神かみの人ひとよ、はしためを欺あざむかないでください」。 17しかし女おんなはついに身みごもって、エリシャが彼女かのじょに言いったように、次つぎの年ねんのそのころに子こを産うんだ。
    


    
      18その子こが成長せいちょうして、ある日ひ、刈入かりいれびとの所ところへ出でていって、父ちちのもとへ行いったが、 19父ちちにむかって「頭あたまが、頭あたまが」と言いったので、父ちちはしもべに「彼かれを母ははのもとへ背負せおっていきなさい」と言いった。 20彼かれを背負せおって母ははのもとへ行いくと、昼ひるまで母ははのひざの上うえにすわっていたが、ついに死しんだ。 21母ははは上あがっていって、これを神かみの人ひとの寝台しんだいの上うえに置おき、戸とを閉とじて出でてきた。 22そして夫おっとを呼よんで言いった、「どうぞ、しもべひとりと、ろば一頭とうをわたしにかしてください。急いそいで神かみの人ひとの所ところへ行いって、また帰かえってきます」。 23夫おっとは言いった、「どうしてきょう彼かれの所ところへ行いこうとするのか。きょうは、ついたちでもなく、安息日あんそくにちでもない」。彼女かのじょは言いった、「よろしいのです」。 24そして彼女かのじょはろばにくらを置おいて、しもべに言いった、「速はやく駆かけさせなさい。わたしが命めいじる時ときでなければ、歩調ほちょうをゆるめてはなりません」。 25こうして彼女かのじょは出発しゅっぱつしてカルメル山やまへ行いき、神かみの人ひとの所ところへ行いった。
    


    
      神かみの人ひとは彼女かのじょの近ちかづいてくるのを見みて、しもべゲハジに言いった、「向むこうから、あのシュネムの女おんなが来くる。 26すぐ走はしって行いって、彼女かのじょを迎むかえて言いいなさい、『あなたは無事ぶじですか。あなたの夫おっとは無事ぶじですか。あなたの子供こどもは無事ぶじですか』」。彼女かのじょは答こたえた、「無事ぶじです」。 27ところが彼女かのじょは山やまにきて、神かみの人ひとの所ところへくるとエリシャの足あしにすがりついた。ゲハジが彼女かのじょを追おいのけようと近ちかよった時とき、神かみの人ひとは言いった、「かまわずにおきなさい。彼女かのじょは心こころに苦くるしみがあるのだから。主しゅはそれを隠かくして、まだわたしにお告つげにならないのだ」。 28そこで彼女かのじょは言いった、「わたしがあなたに子こを求もとめましたか。わたしを欺あざむかないでくださいと言いったではありませんか」。 29エリシャはゲハジに言いった、「腰こしをひきからげ、わたしのつえを手てに持もって行いきなさい。だれに会あっても、あいさつしてはならない。またあなたにあいさつする者ものがあっても、それに答こたえてはならない。わたしのつえを子供こどもの顔かおの上うえに置おきなさい」。 30子供こどもの母ははは言いった、「主しゅは生いきておられます。あなたも生いきておられます。わたしはあなたを離はなれません」。そこでエリシャはついに立たちあがって彼女かのじょのあとについて行いった。 31ゲハジは彼かれらの先さきに行いって、つえを子供こどもの顔かおの上うえに置おいたが、なんの声こえもなく、生いきかえったしるしもなかったので、帰かえってきてエリシャに会あい、彼かれに告つげて「子供こどもはまだ目めをさましません」と言いった。
    


    
      32エリシャが家いえにはいって見みると、子供こどもは死しんで、寝台しんだいの上うえに横よこたわっていたので、 33彼かれははいって戸とを閉とじ、彼かれらふたりだけ内うちにいて主しゅに祈いのった。 34そしてエリシャが上あがって子供こどもの上うえに伏ふし、自分じぶんの口くちを子供こどもの口くちの上うえに、自分じぶんの目めを子供こどもの目めの上うえに、自分じぶんの両手りょうてを子供こどもの両手りょうての上うえにあて、その身みを子供こどもの上うえに伸のばしたとき、子供こどものからだは暖あたたかになった。 35こうしてエリシャは再ふたたび起おきあがって、家いえの中なかをあちらこちらと歩あゆみ、また上うえがって、その身みを子供こどもの上うえに伸のばすと、子供こどもは七たびくしゃみをして目めを開ひらいた。 36エリシャはただちにゲハジを呼よんで、「あのシュネムの女おんなを呼よべ」と言いったので、彼女かのじょを呼よんだ。彼女かのじょがはいってくるとエリシャは言いった、「あなたの子供こどもをつれて行いきなさい」。 37彼女かのじょははいってきて、エリシャの足あしもとに伏ふし、地ちに身みをかがめた。そしてその子こ供ともを取とりあげて出でていった。
    


    
      38エリシャはギルガルに帰かえったが、その地ちにききんがあった。預言者よげんしゃのともがらが彼かれの前まえに座ざしていたので、エリシャはそのしもべに言いった、「大おおきなかまをすえて、預言者よげんしゃのともがらのために野菜やさいの煮物にものをつくりなさい」。 39彼かれらのうちのひとりが畑はたけに出でていって青物あおものをつんだが、つる草くさのあるのを見みて、その野のうりを一包つつみつんできて、煮物にもののかまの中なかに切きり込こんだ。彼かれらはそれが何なにであるかを知しらなかったからである。 40やがてこれを盛もって人々ひとびとに食たべさせようとしたが、彼かれらがその煮物にものを食たべようとした時とき、叫さけんで、「ああ神かみの人ひとよ、かまの中なかに、たべると死しぬものがはいっています」と言いって、食たべることができなかったので、 41エリシャは「それでは粉こなを持もって来きなさい」と言いって、それをかまに投なげ入いれ、「盛もって人々ひとびとに食たべさせなさい」と言いった。かまの中なかには、なんの毒物どくぶつもなくなった。
    


    
      42その時とき、バアル・シャリシャから人ひとがきて、初穂はつほのパンと、大麦おおむぎのパン二十個こと、新穀しんこく一袋ふくろとを神かみの人ひとのもとに持もってきたので、エリシャは「人々ひとびとに与あたえて食たべさせなさい」と言いったが、 43その召使めしつかいは言いった、「どうしてこれを百人にんの前まえに供そなえるのですか」。しかし彼かれは言いった、「人々ひとびとに与あたえて食たべさせなさい。主しゅはこう言いわれる、『彼かれらは食たべてなお余あますであろう』」。 44そこで彼かれはそれを彼かれらの前まえに供そなえたので、彼かれらは食たべてなお余あました。主しゅの言葉ことばのとおりであった。
    

  


  


  
    第五章


    
      1スリヤ王おうの軍勢ぐんぜいの長ちょうナアマンはその主君しゅくんに重おもんじられた有力ゆうりょくな人ひとであった。主しゅがかつて彼かれを用もちいてスリヤに勝利しょうりを得えさせられたからである。彼かれは大だい勇士ゆうしであったが、らい病びょうをわずらっていた。 2さきにスリヤびとが略奪りゃくだつ隊たいを組くんで出でてきたとき、イスラエルの地ちからひとりの少女しょうじょを捕とらえて行いった。彼女かのじょはナアマンの妻つまに仕つかえたが、 3その女おんな主人しゅじんにむかって、「ああ、御ご主人しゅじんがサマリヤにいる預言者よげんしゃと共ともにおられたらよかったでしょうに。彼かれはそのらい病びょうをいやしたことでしょう」と言いったので、 4ナアマンは行いって、その主君しゅくんに、「イスラエルの地ちからきた娘むすめがこういう事ことを言いいました」と告つげると、 5スリヤ王おうは言いった、「それでは行いきなさい。わたしはイスラエルの王おうに手紙てがみを書かきましょう」。
    


    
      そこで彼かれは銀ぎん十タラントと、金きん六千シケルと、晴はれ着ぎ十着ちゃくを携たずさえて行いった。 6彼かれがイスラエルの王おうに持もって行いった手紙てがみには、「この手紙てがみがあなたにとどいたならば、わたしの家来けらいナアマンを、あなたにつかわしたことと御ご承知しょうちください。あなたに彼かれのらい病びょうをいやしていただくためです」とあった。 7イスラエルの王おうはその手紙てがみを読よんだ時とき、衣ころもを裂さいて言いった、「わたしは殺ころしたり、生いかしたりすることのできる神かみであろうか。どうしてこの人ひとは、らい病人びょうにんをわたしにつかわして、それをいやせと言いうのか。あなたがたは、彼かれがわたしに争あらそいをしかけているのを知しって警戒けいかいするがよい」。
    


    
      8神かみの人ひとエリシャは、イスラエルの王おうがその衣ころもを裂さいたことを聞きき、王おうに人ひとをつかわして言いった、「どうしてあなたは衣ころもを裂さいたのですか。彼かれをわたしのもとにこさせなさい。そうすれば彼かれはイスラエルに預言者よげんしゃのあることを知しるようになるでしょう」。 9そこでナアマンは馬うまと車くるまとを従したがえてきて、エリシャの家いえの入口いりぐちに立たった。 10するとエリシャは彼かれに使者ししゃをつかわして言いった、「あなたはヨルダンへ行いって七たび身みを洗あらいなさい。そうすれば、あなたの肉にくはもとにかえって清きよくなるでしょう」。 11しかしナアマンは怒いかって去さり、そして言いった、「わたしは、彼かれがきっとわたしのもとに出でてきて立たち、その神かみ、主しゅの名なを呼よんで、その箇所かしょの上うえに手てを動うごかして、らい病びょうをいやすのだろうと思おもった。 12ダマスコの川かわアバナとパルパルはイスラエルのすべての川かわ水みずにまさるではないか。わたしはこれらの川かわに身みを洗あらって清きよまることができないのであろうか」。こうして彼かれは身みをめぐらし、怒いかって去さった。 13その時とき、しもべたちは彼かれに近ちかよって言いった、「わが父ちちよ、預言者よげんしゃがあなたに、何なにか大おおきな事ことをせよと命めいじても、あなたはそれをなさらなかったでしょうか。まして彼かれはあなたに『身みを洗あらって清きよくなれ』と言いうだけではありませんか」。 14そこでナアマンは下くだって行いって、神かみの人ひとの言葉ことばのように七たびヨルダンに身みを浸ひたすと、その肉にくがもとにかえって幼おさな子ごの肉にくのようになり、清きよくなった。
    


    
      15彼かれはすべての従者じゅうしゃを連つれて神かみの人ひとのもとに帰かえってきて、その前まえに立たって言いった、「わたしは今いま、イスラエルのほか、全ぜん地ちのどこにも神かみのおられないことを知しりました。それゆえ、どうぞ、しもべの贈おくり物ものを受うけてください」。 16エリシャは言いった、「わたしの仕つかえる主しゅは生いきておられる。わたしは何なにも受うけません」。彼かれはしいて受うけさせようとしたが、それを拒こばんだ。 17そこでナアマンは言いった、「もしお受うけにならないのであれば、どうぞ騾馬らばに二駄だの土つちをしもべにください。これから後のちしもべは、他たの神かみには燔祭はんさいも犠牲ぎせいもささげず、ただ主しゅにのみささげます。 18どうぞ主しゅがこの事ことを、しもべにおゆるしくださるように。すなわち、わたしの主君しゅくんがリンモンの宮みやにはいって、そこで礼れい拝はいするとき、わたしの手てによりかかることがあり、またわたしもリンモンの宮みやで身みをかがめることがありましょう。わたしがリンモンの宮みやで身みをかがめる時とき、どうぞ主しゅがその事ことを、しもべにおゆるしくださるように」。 19エリシャは彼かれに言いった、「安やすんじて行いきなさい」。
    


    
      ナアマンがエリシャを離はなれて少すこし行いったとき、 20神かみの人ひとエリシャのしもべゲハジは言いった、「主人しゅじんはこのスリヤびとナアマンをいたわって、彼かれが携たずさえてきた物ものを受うけなかった。主しゅは生いきておられる。わたしは彼かれのあとを追おいかけて、彼かれから少すこし、物ものを受うけよう」。 21そしてゲハジはナアマンのあとを追おったが、ナアマンは自分じぶんのあとから彼かれが走はしってくるのを見みて、車くるまから降ふり、彼かれを迎むかえて、「変かわった事ことがあるのですか」と言いうと、 22彼かれは言いった、「無事ぶじです。主人しゅじんがわたしをつかわして言いわせます、『ただいまエフライムの山地さんちから、預言者よげんしゃのともがらのふたりの若者わかものが、わたしのもとに来きましたので、どうぞ彼かれらに銀ぎん一タラントと晴はれ着ぎ二着ちゃくを与あたえてください』」。 23ナアマンは、「どうぞ二タラントを受うけてください」と言いって彼かれにしい、銀ぎん二タラントを二つの袋ふくろに入いれ、晴はれ着ぎ二着ちゃくを添そえて、自分じぶんのふたりのしもべに渡わたしたので、彼かれらはそれを負おってゲハジの先さきに立たって進すすんだが、 24彼かれは丘おかにきたとき、それを彼かれらの手てから受うけ取とって家いえのうちにおさめ、人々ひとびとを送おくりかえしたので、彼かれらは去さった。 25彼かれがはいって主人しゅじんの前まえに立たつと、エリシャは彼かれに言いった、「ゲハジよ、どこへ行いってきたのか」。彼かれは言いった、「しもべはどこへも行いきません」。 26エリシャは言いった、「あの人ひとが車くるまをはなれて、あなたを迎むかえたとき、わたしの心こころはあなたと一緒いっしょにそこにいたではないか。今いまは金きんを受うけ、着物きものを受うけ、オリブ畑はたけ、ぶどう畑はたけ、羊ひつじ、牛うし、しもべ、はしためを受うける時ときであろうか。 27それゆえ、ナアマンのらい病びょうはあなたに着つき、ながくあなたの子孫しそんに及およぶであろう」。彼かれがエリシャの前まえを出でていくとき、らい病びょうが発はっして雪ゆきのように白しろくなっていた。
    

  


  


  
    第六章


    
      1さて預言者よげんしゃのともがらはエリシャに言いった、「わたしたちがあなたと共ともに住すんでいる所ところは狭せまくなりましたので、 2わたしたちをヨルダンに行いかせ、そこからめいめい一本ぽんずつ材木ざいもくを取とってきて、わたしたちの住すむ場所ばしょを造つくらせてください」。エリシャは言いった、「行いきなさい」。 3時ときにそのひとりが、「どうぞあなたも、しもべらと一緒いっしょに行いってください」と言いったので、エリシャは「行いきましょう」と答こたえた。 4そしてエリシャは彼かれらと一緒いっしょに行いった。彼かれらはヨルダンへ行いって木きを切きり倒たおしたが、 5ひとりが材木ざいもくを切きり倒たおしているとき、おのの頭あたまが水みずの中なかに落おちたので、彼かれは叫さけんで言いった。「ああ、わが主しゅよ。これは借かりたものです」。 6神かみの人ひとは言いった、「それはどこに落おちたのか」。彼かれがその場所ばしょを知しらせると、エリシャは一本ぽんの枝えだを切きり落おとし、そこに投なげ入いれて、そのおのの頭あたまを浮うかばせ、 7「それを取とりあげよ」と言いったので、その人ひとは手てを伸のべてそれを取とった。
    


    
      8かつてスリヤの王おうがイスラエルと戦たたかっていたとき、家来けらいたちと評議ひょうぎして「しかじかの所ところにわたしの陣じんを張はろう」と言いうと、 9神かみの人ひとはイスラエルの王おうに「あなたは用心ようじんして、この所ところをとおってはなりません。スリヤびとがそこに下くだってきますから」と言いい送おくった。 10それでイスラエルの王おうは神かみの人ひとが自分じぶんに告つげてくれた所ところに人ひとをつかわし、警戒けいかいしたので、その所ところでみずからを防ふせぎえたことは一、二回かいにとどまらなかった。
    


    
      11スリヤの王おうはこの事ことのために心こころを悩なやまし、家来けらいたちを召めして言いった、「われわれのうち、だれがイスラエルの王おうと通つうじているのか、わたしに告つげる者ものはないか」。 12ひとりの家来けらいが言いった、「王おう、わが主しゅよ、だれも通つうじている者ものはいません。ただイスラエルの預言者よげんしゃエリシャが、あなたが寝室しんしつで語かたられる言葉ことばでもイスラエルの王おうに告つげるのです」。 13王おうは言いった、「彼かれがどこにいるか行いって捜さがしなさい。わたしは人ひとをやって彼かれを捕とらえよう」。時ときに「彼かれはドタンにいる」と王おうに告つげる者ものがあったので、 14王おうはそこに馬うまと戦車せんしゃおよび大軍たいぐんをつかわした。彼かれらは夜よるのうちに来きて、その町まちを囲かこんだ。
    


    
      15神かみの人ひとの召使めしつかいが朝あさ早はやく起おきて出でて見みると、軍勢ぐんぜいが馬うまと戦車せんしゃをもって町まちを囲かこんでいたので、その若者わかものはエリシャに言いった、「ああ、わが主しゅよ、わたしたちはどうしましょうか」。 16エリシャは言いった、「恐おそれることはない。われわれと共ともにいる者ものは彼かれらと共ともにいる者ものよりも多おおいのだから」。 17そしてエリシャが祈いのって「主しゅよ、どうぞ、彼かれの目めを開ひらいて見みさせてください」と言いうと、主しゅはその若者わかものの目めを開ひらかれたので、彼かれが見みると、火ひの馬うまと火ひの戦車せんしゃが山やまに満みちてエリシャのまわりにあった。 18スリヤびとがエリシャの所ところに下くだってきた時とき、エリシャは主しゅに祈いのって言いった、「どうぞ、この人々ひとびとの目めをくらましてください」。するとエリシャの言葉ことばのとおりに彼かれらの目めをくらまされた。 19そこでエリシャは彼かれらに「これはその道みちではない。これはその町まちでもない。わたしについてきなさい。わたしはあなたがたを、あなたがたの尋たずねる人ひとの所ところへ連つれて行いきましょう」と言いって、彼かれらをサマリヤへ連つれて行いった。
    


    
      20彼かれらがサマリヤにはいったとき、エリシャは言いった、「主しゅよ、この人々ひとびとの目めを開ひらいて見みさせてください」。主しゅは彼かれらの目めを開ひらかれたので、彼かれらが見みると、見みよ、彼かれらはサマリヤのうちに来きていた。 21イスラエルの王おうは彼かれらを見みて、エリシャに言いった、「わが父ちちよ、彼かれらを撃うち殺ころしましょうか。彼かれらを撃うち殺ころしましょうか」。 22エリシャは答こたえた、「撃うち殺ころしてはならない。あなたはつるぎと弓ゆみをもって、捕虜ほりょにした者ものどもを撃うち殺ころすでしょうか。パンと水みずを彼かれらの前まえに供そなえて食くい飲のみさせ、その主君しゅくんのもとへ行いかせなさい」。 23そこで王おうは彼かれらのために盛さかんなふるまいを設もうけた。彼かれらが食くい飲のみを終おわると彼かれらを去さらせたので、その主君しゅくんの所ところへ帰かえった。スリヤの略奪りゃくだつ隊たいは再ふたたびイスラエルの地ちにこなかった。
    


    
      24この後のちスリヤの王おうベネハダデはその全ぜん軍ぐんを集あつめ、上のぼってきてサマリヤを攻せめ囲かこんだので、 25サマリヤに激はげしいききんが起たった。すなわち彼かれらがこれを攻せめ囲かこんだので、ついに、ろばの頭あたま一つが銀ぎん八十シケルで売うられ、はとのふん一カブの四分ぶんの一が銀ぎん五シケルで売うられるようになった。 26イスラエルの王おうが城壁じょうへきの上うえをとおっていた時とき、ひとりの女おんなが彼かれに呼よばわって、「わが主しゅ、王おうよ、助たすけてください」と言いったので、 27彼かれは言いった、「もし主しゅがあなたを助たすけられないならば、何なにをもってわたしがあなたを助たすけることができよう。打うち場ばの物ものをもってか、酒さかぶねの物ものをもってか」。 28そして王おうは女おんなに尋たずねた、「何事なにごとなのですか」。彼女かのじょは答こたえた、「この女おんなはわたしにむかって『あなたの子こをください。わたしたちは、きょうそれを食たべ、あす、わたしの子こを食たべましょう』と言いいました。 29それでわたしたちは、まずわたしの子こを煮にて食たべましたが、次つぎの日ひわたしが彼女かのじょにむかって『あなたの子こをください。わたしたちはそれを食たべましょう』と言いいますと、彼女かのじょはその子こを隠かくしました」。 30王おうはその女おんなの言葉ことばを聞きいて、衣ころもを裂さき、——王おうは城壁じょうへきの上うえをとおっていたが、民たみが見みると、その身みに荒布あらぬのを着つけていた—— 31そして王おうは言いった「きょう、シャパテの子こエリシャの首くびがその肩かたの上うえにすわっているならば、神かみがどんなにでもわたしを罰ばっしてくださるように」。
    


    
      32さてエリシャはその家いえに座ざしていたが、長老ちょうろうたちもきて彼かれと共ともに座ざした。王おうは自分じぶんの所ところから人ひとをつかわしたが、エリシャはその使者ししゃがまだ着つかないうちに長老ちょうろうたちに言いった、「あなたがたは、この人ひとを殺ころす者ものがわたしの首くびを取とるために、人ひとをつかわすのを見みますか。その使者ししゃがきたならば、戸とを閉とじて、内うちに入いれてはなりません。彼かれのうしろに、その主君しゅくんの足音あしおとがするではありませんか」。 33彼かれがなお彼かれらと語かたっているうちに、王おうは彼かれのもとに下くだってきて言いった、「この災わざわいは主しゅから出でたのです。わたしはどうしてこの上うえ、主しゅを待またなければならないでしょうか」。
    

  


  


  
    第七章


    
      1エリシャは言いった、「主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。主しゅはこう仰おおせられる、『あすの今いまごろサマリヤの門もんで、麦粉むぎこ一セアを一シケルで売うり、大麦おおむぎ二セアを一シケルで売うるようになるであろう』」。 2時ときにひとりの副官ふくかんすなわち王おうがその人ひとの手てによりかかっていた者ものが神かみの人ひとに答こたえて言いった、「たとい主しゅが天てんに窓まどを開ひらかれても、そんな事ことがありえましょうか」。エリシャは言いった、「あなたは自分じぶんの目めをもってそれを見みるであろう。しかしそれを食たべることはなかろう」。
    


    
      3さて町まちの門もんの入口いりぐちに四人にんのらい病人びょうにんがいたが、彼かれらは互たがいに言いった、「われわれはどうしてここに座ざして死しを待またねばならないのか。 4われわれがもし町まちにはいろうといえば、町まちには食物しょくもつが尽つきているから、われわれはそこで死しぬであろう。しかしここに座ざしていても死しぬのだ。いっその事こと、われわれはスリヤびとの陣営じんえいへ逃にげて行いこう。もし彼かれらがわれわれを生いかしておいてくれるならば、助たすかるが、たといわれわれを殺ころしても死しぬばかりだ」。 5そこで彼かれらはスリヤびとの陣営じんえいへ行いこうと、たそがれに立たちあがったが、スリヤびとの陣営じんえいのほとりに行いって見みると、そこにはだれもいなかった。 6これは主しゅがスリヤびとの軍勢ぐんぜいに戦車せんしゃの音おと、馬うまの音おと、大軍たいぐんの音おとを聞きかせられたので、彼かれらは互たがいに「見みよ、イスラエルの王おうがわれわれを攻せめるために、ヘテびとの王おうたちおよびエジプトの王おうたちを雇やとってきて、われわれを襲おそうのだ」と言いって、 7たそがれに立たって逃にげ、その天幕てんまくと、馬うまと、ろばを捨すて、陣営じんえいをそのままにしておいて、命いのちを全まっとうしようと逃にげたからである。 8そこでらい病人びょうにんたちは陣営じんえいのほとりに行いき、一つの天幕てんまくにはいって食くい飲のみし、そこから金銀きんぎん、衣服いふくを持もち出だしてそれを隠かくし、また来きて、他たの天幕てんまくに入はいり、そこからも持もち出だしてそれを隠かくした。
    


    
      9そして彼かれらは互たがいに言いった、「われわれのしている事ことはよくない。きょうは良よいおとずれのある日ひであるのに、黙だまっていて、夜明よあけまで待まつならば、われわれは罰ばつをこうむるであろう。さあ、われわれは行いって王おうの家族かぞくに告つげよう」。 10そこで彼かれらは来きて、町まちの門もんを守まもる者ものを呼よんで言いった、「わたしたちがスリヤびとの陣営じんえいに行いって見みると、そこにはだれの姿すがたも見みえず、また人声ひとごえもなく、ただ、馬うまとろばがつないであり、天幕てんまくはそのままでした」。 11そこで門もんを守まもる者ものは呼よばわって、それを王おうの家族かぞくのうちに知しらせた。 12王おうは夜よるのうちに起おきて、家来けらいたちに言いった、「スリヤびとがわれわれに対たいして図はかっている事ことをあなたがたに告つげよう。彼かれらは、われわれの飢うえているのを知しって、陣営じんえいを出でて野のに隠かくれ、『イスラエルびとが町まちを出でたら、いけどりにして、町まちに押おし入いろう』と考かんがえているのだ」。 13家来けらいのひとりが答こたえて言いった、「人々ひとびとに、ここに残のこっている馬うまのうち五頭とうを連つれてこさせてください。ここに残のこっているこれらの人々ひとびとは、すでに滅ほろびうせたイスラエルの全ぜん群衆ぐんしゅうと同おなじ運命うんめいにあうのですから。わたしたちは人ひとをやってうかがわせましょう」。 14そこで彼かれらはふたりの騎兵きへいを選えらんだ。王おうはそれをつかわし、「行いって見みよ」と言いって、スリヤびとの軍勢ぐんぜいのあとをつけさせたので、 15彼かれらはそのあとを追おってヨルダンまで行いったが、道みちにはすべて、スリヤびとがあわてて逃にげる時ときに捨すてていった衣服いふくと武器ぶきが散ちらばっていた。その使者ししゃは帰かえってきて、これを王おうに告つげた。
    


    
      16そこで民たみが出でていって、スリヤびとの陣営じんえいをかすめたので、麦粉むぎこ一セアは一シケルで売うられ、大麦おおむぎ二セアは一シケルで売うられ、主しゅの言葉ことばのとおりになった。 17王おうは自分じぶんがその人ひとの手てによりかかっていた、あの副官ふくかんを立たてて門もんを管理かんりさせたが、民たみは門もんで彼かれを踏ふみつけたので、彼かれは死しんだ。すなわち、王おうが神かみの人ひとのところに下くだってきた時とき、神かみの人ひとが言いったとおりであった。 18これは神かみの人ひとが王おうにむかって、「あすの今いまごろ、サマリヤの門もんで大麦おおむぎ二セアを一シケルで売うり、麦粉むぎこ一セアを一シケルで売うるようになるであろう」と言いったときに、 19その副官ふくかんが神かみの人ひとに答こたえて、「たとい主しゅが天てんに窓まどを開ひらかれても、そんな事ことがありえようか」と言いったからである。そのとき神かみの人ひとは「あなたは自分じぶんの目めをもってそれを見みるであろう。しかしそれを食たべることはなかろう」と言いったが、 20これはそのとおり彼かれに臨のぞんだ。すなわち民たみが門もんで彼かれを踏ふみつけたので彼かれは死しんだ。
    

  


  


  
    第八章


    
      1エリシャはかつて、その子こを生いきかえらせてやった女おんなに言いったことがある。「あなたは、ここを立たって、あなたの家族かぞくと共ともに行いき、寄留きりゅうしようと思おもう所ところに寄留きりゅうしなさい。主しゅがききんを呼よび下くだされたので、七年ねんの間あいだそれがこの地ちに臨のぞむから」。 2そこで女おんなは立たって神かみの人ひとの言葉ことばのようにし、その家族かぞくと共ともに行いってペリシテびとの地ちに七年ねん寄留きりゅうした。 3七年ねんたって後のち、女おんなはペリシテびとの地ちから帰かえってきて、自分じぶんの家いえと畑はたけのために王おうに訴うったえようと出でていった。 4時ときに王おうは神かみの人ひとのしもべゲハジにむかって「エリシャがしたもろもろの大おおきな事ことをわたしに話はなしてください」と言いって、彼かれと物語ものがたっていた。 5すなわちエリシャが死人しにんを生いきかえらせた事ことを、ゲハジが王おうと物語ものがたっていたとき、その子こを生いきかえらせてもらった女おんなが、自分じぶんの家いえと畑はたけのために王おうに訴うったえてきたので、ゲハジは言いった、「わが主しゅ、王おうよ、これがその女おんなです。またこれがその子こで、エリシャが生いきかえらせたのです」。 6王おうがその女おんなに尋たずねると、彼女かのじょは王おうに話はなしたので、王おうは彼女かのじょのためにひとりの役人やくにんに命めいじて言いった、「すべて彼女かのじょに属ぞくする物もの、ならびに彼女かのじょがこの地ちを去さった日ひから今いままでのその畑はたけの産物さんぶつをことごとく彼女かのじょに返かえしなさい」。
    


    
      7さてエリシャはダマスコに来きた。時ときにスリヤの王おうベネハダデは病気びょうきであったが、「神かみの人ひとがここに来きた」と告つげる者ものがあったので、 8王おうはハザエルに言いった、「贈おくり物ものを携たずさえて行いって神かみの人ひとを迎むかえ、彼かれによって主しゅに『わたしのこの病気びょうきはなおりましょうか』と言いって尋たずねなさい」。 9そこでハザエルは彼かれを迎むかえようと、ダマスコのもろもろの良よい物ものをらくだ四十頭とうに載のせ、贈おくり物ものとして携たずさえ行いき、エリシャの前まえに立たって言いった、「あなたの子こ、スリヤの王おうベネハダデがわたしをあなたにつかわして、『わたしのこの病気びょうきはなおりましょうか』と言いわせています」。 10エリシャは彼かれに言いった、「行いって彼かれに『あなたは必かならずなおります』と告つげなさい。ただし主しゅはわたしに、彼かれが必かならず死しぬことを示しめされました」。 11そして神かみの人ひとがひとみを定さだめて彼かれの恥はじるまでに見みつめ、やがて泣なき出だしたので、 12ハザエルは言いった、「わが主しゅよ、どうして泣なかれるのですか」。エリシャは答こたえた、「わたしはあなたがイスラエルの人々ひとびとにしようとする害悪がいあくを知しっているからです。すなわち、あなたは彼かれらの城しろに火ひをかけ、つるぎをもって若者わかものを殺ころし、幼おさな子ごを投なげうち、妊娠にんしんの女おんなを引ひき裂さくでしょう」。 13ハザエルは言いった、「しもべは一匹ぴきの犬いぬにすぎないのに、どうしてそんな大おおきな事ことをすることができましょう」。エリシャは言いった、「主しゅがわたしに示しめされました。あなたはスリヤの王おうとなるでしょう」。 14彼かれがエリシャのもとを去さって、主君しゅくんのところへ行いくと、「エリシャはあなたになんと言いったか」と尋たずねられたので、「あなたが必かならずなおるでしょうと、彼かれはわたしに告つげました」と答こたえた。 15しかし翌日よくじつになってハザエルは布ぬのを取とって水みずに浸ひたし、それをもって王おうの顔かおをおおったので、王おうは死しんだ。ハザエルは彼かれに代かわって王おうとなった。
    


    
      16イスラエルの王おうアハブの子こヨラムの第だい五年ねんに、ユダの王おうヨシャパテの子こヨラムが位くらいについた。 17彼かれは王おうとなったとき三十二歳さいで、八年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。 18彼かれはアハブの家いえがしたようにイスラエルの王おうたちの道みちに歩あゆんだ。アハブの娘むすめが彼かれの妻つまであったからである。彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくをおこなったが、 19主しゅはしもべダビデのためにユダを滅ほろぼすことを好このまれなかった。すなわち主しゅは彼かれとその子孫しそんに常つねにともしびを与あたえると、彼かれに約束やくそくされたからである。
    


    
      20ヨラムの世よにエドムがそむいてユダの支配しはいを脱だっし、みずから王おうを立たてたので、 21ヨラムはすべての戦車せんしゃを従したがえてザイルにわたって行いき、その戦車せんしゃの指揮しき官かんたちと共ともに、夜よのうちに立たちあがって、彼かれを包囲ほういしているエドムびとを撃うった。しかしヨラムの軍隊ぐんたいは天幕てんまくに逃にげ帰かえった。 22エドムはこのようにそむいてユダの支配しはいを脱だっし、今日こんにちに至いたっている。リブナもまた同時どうじにそむいた。 23ヨラムのその他たの事績じせきおよび彼かれがしたすべての事ことは、ユダの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 24ヨラムはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、ダビデの町まちにその先祖せんぞたちと共ともに葬ほうむられ、その子こアハジヤが代かわって王おうとなった。
    


    
      25イスラエルの王おうアハブの子こヨラムの第だい十二年ねんにユダの王おうヨラムの子こアハジヤが位くらいについた。 26アハジヤは王おうとなったとき二十二歳さいで、エルサレムで一年ねん世よを治おさめた。その母ははは名なをアタリヤと言いって、イスラエルの王おうオムリの孫娘まごむすめであった。 27アハジヤはまたアハブの家いえの道みちに歩あゆみ、アハブの家いえがしたように主しゅの目めの前まえに悪あくをおこなった。彼かれはアハブの家いえの婿むこであったからである。
    


    
      28彼かれはアハブの子こヨラムと共ともに行いって、スリヤの王おうハザエルとラモテ・ギレアデで戦たたかったが、スリヤびとらはヨラムに傷きずを負おわせた。 29ヨラム王おうはそのスリヤの王おうハザエルと戦たたかうときにラマでスリヤびとに負おわされた傷きずをいやすため、エズレルに帰かえったが、ユダの王おうヨラムの子こアハジヤはアハブの子こヨラムが病やんでいたので、エズレルに下くだって彼かれをおとずれた。
    

  


  


  
    第九章


    
      1時ときに預言者よげんしゃエリシャは預言者よげんしゃのともがらのひとりを呼よんで言いった、「腰こしをひきからげ、この油あぶらのびんを携たずさえて、ラモテ・ギレアデへ行いきなさい。 2そこに着ついたならば、ニムシの子こヨシャパテの子こであるエヒウを尋たずね出だし、内うちにはいって彼かれをその同僚どうりょうたちのうちから立たたせて、奥おくの間あいだに連つれて行いき、 3油あぶらのびんを取とって、その頭あたまに注そそぎ、『主しゅはこう仰おおせられる、わたしはあなたに油あぶらを注そそいでイスラエルの王おうとする』と言いい、そして戸とをあけて逃にげ去さりなさい。とどまってはならない」。
    


    
      4そこで預言者よげんしゃであるその若者わかものはラモテ・ギレアデへ行いったが、 5来きて見みると、軍勢ぐんぜいの長ちょうたちが会議かいぎ中ちゅうであったので、彼かれは「将軍しょうぐんよ、わたしはあなたに申もうしあげる事ことがあります」と言いうと、エヒウが答こたえて、「われわれすべてのうちの、だれにですか」と言いったので、彼かれは「将軍しょうぐんよ、あなたにです」と言いった。 6するとエヒウが立たちあがって家いえにはいったので、若者わかものはその頭あたまに油あぶらを注そそいで彼かれに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられます、『わたしはあなたに油あぶらを注そそいで、主しゅの民たみイスラエルの王おうとする。 7あなたは主君しゅくんアハブの家いえを撃うち滅ほろぼさなければならない。それによってわたしは、わたしのしもべである預言者よげんしゃたちの血ちと、主しゅのすべてのしもべたちの血ちをイゼベルに報むくいる。 8アハブの全家ぜんかは滅ほろびるであろう。アハブに属ぞくする男おとこは、イスラエルにいて、つながれた者ものも、自由じゆうな者ものも、ことごとくわたしは断たち、 9アハブの家いえをネバテの子こヤラベアムのようにし、アヒヤの子こバアシャの家いえのようにする。 10犬いぬがイズレルの地域ちいきでイゼベルを食くい、彼女かのじょを葬ほうむる者ものはないであろう』」。そして彼かれは戸とをあけて逃にげ去さった。
    


    
      11やがてエヒウが主君しゅくんの家来けらいたちの所ところへ出でて来くると、彼かれらはエヒウに言いった、「変かわった事ことはありませんか。あの気違きちがいは、なんのためにあなたの所ところにきたのですか」。エヒウは彼かれらに言いった、「あなたがたは、あの人ひとを知しっています。またその言いう事ことも知しっています」。 12彼かれらは言いった、「それは違ちがいます。どうぞわれわれに話はなしてください」。そこでエヒウは言いった、「彼かれはこうこう、わたしに告つげて言いいました、『主しゅはこう仰おおせられる、わたしはあなたに油あぶらを注そそいで、イスラエルの王おうとする』」。 13すると彼かれらは急いそいで、おのおの衣服いふくをとり、それを階段かいだんの上うえのエヒウの下したに敷しき、ラッパを吹ふいて「エヒウは王おうである」と言いった。
    


    
      14こうしてニムシの子こであるヨシャパテの子こエヒウはヨラムにそむいた。（ヨラムはイスラエルをことごとく率ひきいて、ラモテ・ギレアデでスリヤの王おうハザエルを防ふせいだが、 15ヨラム王おうはスリヤの王おうハザエルと戦たたかった時ときに、スリヤびとに負おわされた傷きずをいやすため、エズレルに帰かえっていた。）エヒウは言いった、「もしこれがあなたがたの本心ほんしんであるならば、ひとりもこの町まちから忍しのび出でて、これをエズレルに告つげてはならない」。 16そしてエヒウは車くるまに乗のってエズレルへ行いった。ヨラムがそこに伏ふしていたからである。またユダの王おうアハジヤはヨラムを見舞みまうために下くだっていた。
    


    
      17さてエズレルのやぐらに、ひとりの物見ものみが立たっていたが、エヒウの群衆ぐんしゅうが来くるのを見みて、「群衆ぐんしゅうが見みえる」と言いったので、ヨラムは言いった、「ひとりを馬うまに乗のせてつかわし、それに会あわせて『平安へいあんですか』と言いわせなさい」。 18そこでひとりが馬うまに乗のって行いき、彼かれに会あって言いった、「王おうはこう仰おおせられます、『平安へいあんですか』」。エヒウ言いった、「あなたは平安へいあんとなんの関係かんけいがありますか。わたしのあとについてきなさい」。物見ものみはまた告つげて言いった、「使者ししゃは彼かれらの所ところへ行いきましたが、帰かえってきません」。 19そこで再ふたたび人ひとを馬うまでつかわしたので、彼かれらの所ところへ行いって言いった、「王おうはこう仰おおせられます、『平安へいあんですか』」。エヒウは答こたえて言いった、「あなたは平安へいあんとなんの関係かんけいがありますか。わたしのあとについてきなさい」。 20物見ものみはまた告つげて言いった、「彼かれも、彼かれらの所ところへ行いきましたが帰かえってきません。あの車くるまの操縦そうじゅうはニムシの子こエヒウの操縦そうじゅうするのに似にて、猛烈もうれつな勢いきおいで操縦そうじゅうして来きます」。
    


    
      21そこでヨラムが「車くるまを用意よういせよ」と言いったので、車くるまを用意よういすると、イスラエルの王おうヨラムと、ユダの王おうアハジヤは、おのおのその車くるまで出でて行いった。すなわちエヒウに会あうために出でていって、エズレルびとナボテの地所じしょで彼かれに会あった。 22ヨラムはエヒウを見みて言いった、「エヒウよ、平安へいあんですか」。エヒウは答こたえた、「あなたの母ははイゼベルの姦淫かんいんと魔術まじゅつとが、こんなに多おおいのに、どうして平安へいあんでありえましょうか」。 23その時ときヨラムは車くるまをめぐらして逃にげ、アハジヤにむかって、「アハジヤよ、反逆はんぎゃくです」と言いうと、 24エヒウは手てに弓ゆみをひきしぼって、ヨラムの両りょう肩かたの間あいだを射いたので、矢やは彼かれの心臓しんぞうを貫つらぬき、彼かれは車くるまの中なかに倒たおれた。 25エヒウはその副官ふくかんビデカルに言いった、「彼かれを取とりあげて、エズレルびとナボテの畑はたけに投なげ捨すてなさい。かつて、わたしとあなたと、ふたり共ともに乗のって、彼かれの父ちちアハブに従したがったとき、主しゅが彼かれについて、この預言よげんをされたことを記憶きおくしなさい。 26すなわち主しゅは言いわれた、『まことに、わたしはきのうナボテの血ちと、その子こらの血ちを見みた』。また主しゅは言いわれた、『わたしはこの地所じしょであなたに報復ほうふくする』と。それゆえ彼かれを取とりあげて、その地所じしょに投なげすて、主しゅの言葉ことばのようにしなさい」。
    


    
      27ユダの王おうアハジヤはこれを見みてベテハガンの方ほうへ逃にげたが、エヒウはそのあとを追おい、「彼かれをも撃うて」と言いったので、イブレアムのほとりのグルの坂さかで車くるまの中なかの彼かれを撃うった。彼かれはメギドまで逃にげていって、そこで死しんだ。 28その家来けらいたちは彼かれを車くるまに載のせてエルサレムに運はこび、ダビデの町まちで彼かれの墓はかにその先祖せんぞたちと共ともに葬ほうむった。
    


    
      29アハブの子こヨラムの第だい十一年ねんにアハジヤはユダの王おうとなったのである。
    


    
      30エヒウがエズレルにきた時とき、イゼベルはそれを聞きいて、その目めを塗ぬり、髪かみを飾かざって窓まどから望のぞみ見みたが、 31エヒウが門もんにはいってきたので、「主君しゅくんを殺ころしたジムリよ、無事ぶじですか」と言いった。 32するとエヒウは顔かおをあげて窓まどにむかい、「だれか、わたしに味方みかたする者ものがあるか。だれかあるか」と言いうと、二、三人にんの宦官かんがんがエヒウを望のぞみ見みたので、 33エヒウは「彼女かのじょを投なげ落おとせ」と言いった。彼かれらは彼女かのじょを投なげ落おとしたので、その血ちが壁かべと馬うまとにはねかかった。そして馬うまは彼女かのじょを踏ふみつけた。 34エヒウは内うちにはいって食くい飲のみし、そして言いった、「あののろわれた女おんなを見み、彼女かのじょを葬ほうむりなさい。彼女かのじょは王おうの娘むすめなのだ」。 35しかし彼かれらが彼女かのじょを葬ほうむろうとして行いって見みると、頭蓋骨ずがいこつと、足あしと、たなごころのほか何なにもなかったので、 36帰かえって、彼かれに告つげると、彼かれは言いった、「これは主しゅが、そのしもべ、テシベびとエリヤによってお告つげになった言葉ことばである。すなわち『エズレルの地ちで犬いぬがイゼベルの肉にくを食くうであろう。 37イゼベルの死体したいはエズレルの地ちで、糞土ふんどのように野ののおもてに捨すてられて、だれも、これはイゼベルだ、と言いうことができないであろう』」。
    

  


  


  
    第十章


    
      1アハブはサマリヤに七十人にんの子供こどもがあった。エヒウは手紙てがみをしたためてサマリヤに送おくり、町まちのつかさたちと、長老ちょうろうたちと、アハブの子供こどもの守役もりやくたちとに伝つたえて言いった、 2「あなたがたの主君しゅくんの子供こどもたちがあなたがたと共ともにおり、また戦車せんしゃも馬うまも、堅固けんごな町まちも武器ぶきもあるのだから、この手紙てがみがあなたがたのもとに届とどいたならば、すぐ、 3あなたがたは主君しゅくんの子供こどもたちのうち最もっともすぐれた、最もっとも適当てきとうな者ものを選えらんで、その父ちちの位くらいにすえ、主君しゅくんの家いえのために戦たたかいなさい」。 4彼かれらは大おおいに恐おそれて言いった、「ふたりの王おうたちがすでに彼かれに当あたることができなかったのに、われわれがどうして当あたることができよう」。 5そこで宮廷きゅうていのつかさ、町まちのつかさ、長老ちょうろうたちと守役もりやくたちはエヒウに人ひとをつかわして言いった、「わたしたちは、あなたのしもべです。すべてあなたが命めいじられる事ことをいたします。わたしたちは王おうを立たてることを好このみません。あなたがよいと思おもわれることをしてください」。 6そこでエヒウは再ふたたび彼かれらに手紙てがみを書かき送おくって言いった、「もしあなたがたが、わたしに味方みかたし、わたしに従したがおうとするならば、あなたがたの主君しゅくんの子供こどもたちの首くびを取とって、あすの今いまごろエズレルにいるわたしのもとに持もってきなさい」。そのころ、王おうの子供こどもたち七十人にんは彼かれらを育そだてていた町まちのおもだった人々ひとびとと共ともにいた。 7彼かれらはその手紙てがみを受うけ取とると、王おうの子供こどもたちを捕とらえて、その七十人にんをことごとく殺ころし、その首くびをかごにつめて、エズレルにいるエヒウのもとに送おくった。 8使者ししゃが来きて、エヒウに告つげ、「人々ひとびとが王おうの子供こどもたちの首くびを持もってきました」と言いうと、「あくる朝あさまでそれを門もんの入口いりぐちに、ふた山やまに積つんでおけ」と言いった。 9朝あさになると、彼かれは出でて行いって立たち、すべての民たみに言いった、「あなたがたは正ただしい。主君しゅくんにそむいて彼かれを殺ころしたのはわたしです。しかしこのすべての者ものどもを殺ころしたのはだれですか。 10これであなたがたは、主しゅがアハブの家いえについて告つげられた主しゅの言葉ことばは一ひとつも地ちに落おちないことを知しりなさい。主しゅは、そのしもべエリヤによってお告つげになった事ことをなし遂とげられたのです」。 11こうしてエヒウは、アハブの家いえに属ぞくする者ものでエズレルに残のこっている者ものをことごとく殺ころし、またそのすべてのおもだった者もの、その親したしい者ものおよびその祭司さいしたちを殺ころして、彼かれに属ぞくする者ものはひとりも残のこさなかった。
    


    
      12さてエヒウは立たってサマリヤへ行いったが、途中とちゅう、牧者ぼくしゃの集あつまり場ばで、 13ユダの王おうアハジヤの身内みうちの人々ひとびとに会あい、「あなたがたはどなたですか」と言いうと、「わたしたちはアハジヤの身内みうちの者ものですが、王おうの子供こどもたちと、王おう母ははの子供こどもたちの安否あんぴを問とうために下くだってきたのです」と答こたえたので、 14エヒウは「彼かれらをいけどれ」と命めいじた。そこで彼かれらをいけどって、集あつまり場ばの穴あなのかたわらで彼かれら四十二人にんをことごとく殺ころし、ひとりをも残のこさなかった。
    


    
      15エヒウはそこを立たって行いったが、自分じぶんを迎むかえにきたレカブの子こヨナダブに会あったので、彼かれにあいさつして、「あなたの心こころは、わたしがあなたに対たいするように真実しんじつですか」と言いうと、ヨナダブは「真実しんじつです」と答こたえた。するとエヒウは「それならば、あなたの手てをわたしに伸のべなさい」と言いったので、その手てを伸のべると、彼かれを引ひいて自分じぶんの車くるまに上のぼらせ、 16「わたしと一緒いっしょにきて、わたしが主しゅに熱心ねっしんなのを見みなさい」と言いった。そして彼かれを自分じぶんの車くるまに乗のせ、 17サマリヤへ行いって、アハブに属ぞくする者もので、サマリヤに残のこっている者ものをことごとく殺ころして、その一族いちぞくを滅ほろぼした。主しゅがエリヤにお告つげになった言葉ことばのとおりである。
    


    
      18次ついでエヒウは民たみをことごとく集あつめて彼かれらに言いった、「アハブは少すこしばかりバアルに仕つかえたが、エヒウは大おおいにこれに仕つかえるであろう。 19それゆえ、今いまバアルのすべての預言者よげんしゃ、すべての礼拝者れいはいしゃ、すべての祭司さいしをわたしのもとに召めしなさい。ひとりもこない者もののないようにしなさい。わたしは大おおいなる犠牲ぎせいをバアルにささげようとしている。すべてこない者ものは生いかしておかない」。しかしエヒウはバアルの礼拝者れいはいしゃたちを滅ほろぼすために偽いつわってこうしたのである。 20そしてエヒウは「バアルのために聖せい会かいを催もよおしなさい」と命めいじたので、彼かれらはこれを布告ふこくした。 21エヒウはあまねくイスラエルに人ひとをつかわしたので、バアルの礼拝者れいはいしゃたちはことごとく来きた。こないで残のこった者ものはひとりもなかった。彼かれらはバアルの宮みやにはいったので、バアルの宮みやは端たんから端たんまでいっぱいになった。 22その時ときエヒウは衣装いしょうをつかさどる者ものに「祭服さいふくを取とり出だしてバアルのすべての礼拝者れいはいしゃに与あたえよ」と言いったので、彼かれらのために祭服さいふくを取とり出だした。 23そしてエヒウはレカブの子こヨナダブと共ともにバアルの宮みやに入はいり、バアルの礼拝者れいはいしゃたちに言いった、「調しらべてみて、ここにはただバアルの礼拝者れいはいしゃのみで、主しゅのしもべはひとりも、あなたがたのうちにいないようにしなさい」。 24こうして彼かれは犠牲ぎせいと燔祭はんさいとをささげるためにはいった。
    


    
      さてエヒウは八十人にんの者ものを外そとに置おいて言いった、「わたしがあなたがたの手てに渡わたす者ものをひとりでも逃のがす者ものは、自分じぶんの命いのちをもってその人ひとの命いのちに換かえなければならない」。 25こうして燔祭はんさいをささげることが終おわったとき、エヒウはその侍衛じえいと将校しょうこうたちに言いった、「はいって彼かれらを殺ころせ。ひとりも逃にがしてはならない」。侍衛じえいと将校しょうこうたちはつるぎをもって彼かれらを撃うち殺ころし、それを投なげ出だして、バアルの宮みやの本殿ほんでんに入はいり、 26バアルの宮みやにある柱はしらの像ぞうを取とり出だして、それを焼やいた。 27また彼かれらはバアルの石柱せきちゅうをこわし、バアルの宮みやをこわして、かわやとしたが今日こんにちまで残のこっている。
    


    
      28このようにエヒウはイスラエルのうちからバアルを一掃いっそうした。 29しかしエヒウはイスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムの罪つみ、すなわちベテルとダンにある金きんの子こ牛うしに仕つかえることをやめなかった。 30主しゅはエヒウに言いわれた、「あなたはわたしの目めにかなう事ことを行おこなうにあたって、よくそれを行おこない、またわたしの心こころにあるすべての事ことをアハブの家いえにしたので、あなたの子孫しそんは四代だいまでイスラエルの位くらいに座ざするであろう」。 31しかしエヒウはイスラエルの神かみ、主しゅの律法りっぽうを心こころをつくして守まもり行おこなおうとはせず、イスラエルに罪つみを犯おかさせたヤラベアムの罪つみを離はなれなかった。
    


    
      32この時ときにあたって、主しゅはイスラエルの領地りょうちを切きり取とることを始はじめられた。すなわちハザエルはイスラエルのすべての領域りょういきを侵おかし、 33ヨルダンの東ひがしで、ギレアデの全ぜん地ち、カドびと、ルベンびと、マナセびとの地ちを侵おかし、アルノン川かわのほとりにあるアロエルからギレアデとバシャンに及およんだ。 34エヒウのその他たの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことおよびその武勇ぶゆうは、ことごとくイスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 35エヒウはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむったので、彼かれをサマリヤに葬ほうむった。その子こエホアハズが代かわって王おうとなった。 36エヒウがサマリヤでイスラエルを治おさめたのは二十八年ねんであった。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1さてアハジヤの母ははアタリヤはその子この死しんだのを見みて、立たって王おうの一族いちぞくをことごとく滅ほろぼしたが、 2ヨラム王おうの娘むすめで、アハジヤの姉妹しまいであるエホシバはアハジヤの子こヨアシを、殺ころされようとしている王おうの子こたちのうちから盗ぬすみ取とり、彼かれとそのうばとを寝室しんしつに入いれて、アタリヤに隠かくしたので、彼かれはついに殺ころされなかった。 3ヨアシはうばと共ともに六年ねんの間あいだ、主しゅの宮みやに隠かくれていたが、その間かんアタリヤが国くにを治おさめた。
    


    
      4第だい七年ねんになってエホヤダは人ひとをつかわして、カリびとと近衛このえ兵へいとの大将たいしょうたちを招まねきよせ、主しゅの宮みやにいる自分じぶんのもとにこさせ、彼かれらと契約けいやくを結むすび、主しゅの宮みやで彼かれらに誓ちかいをさせて王おうの子こを見みせ、 5命めいじて言いった、「あなたがたのする事ことはこれです、すなわち、安息日あんそくにちに非番ひばんとなって王おうの家いえを守まもるあなたがたの三分ぶんの一は、 6宮殿きゅうでんを守まもらなければならない。（他たの三分ぶんの一はスルの門もんにおり、三分ぶんの一は近衛このえ兵へいのうしろの門もんにおる）。 7すべて安息日あんそくにちに当番とうばんで主しゅの宮みやを守まもるあなたがたの二つの部隊ぶたいは、 8おのおのの武器ぶきを手てに取とって王おうのまわりに立たたなければならない。すべて列れつに近ちかよる者ものは殺ころされなければならない。あなたがたは王おうが出でる時ときにも、はいる時ときにも王おうと共ともにいなければならない」。
    


    
      9そこでその大将たいしょうたちは祭司さいしエホヤダがすべて命めいじたとおりにおこなった。すなわち彼かれらはおのおの安息日あんそくにちに非番ひばんとなる者ものと、安息日あんそくにちに当番とうばんとなる者ものとを率ひきいて祭司さいしエホヤダのもとにきたので、 10祭司さいしは主しゅの宮みやにあるダビデ王おうのやりと盾たてを大将たいしょうたちに渡わたした。 11近衛このえ兵へいはおのおの手てに武器ぶきをとって主しゅの宮みやの南側みなみがわから北側きたがわまで、祭壇さいだんと宮みやを取とり巻まいて立たった。 12そこでエホヤダは王おうの子こをつれ出だして冠かんむりをいただかせ、律法りっぽうの書しょを渡わたし、彼かれを王おうと宣言せんげんして油あぶらを注そそいだので、人々ひとびとは手てを打うって「王おう万歳ばんざい」と言いった。
    


    
      13アタリヤは近衛このえ兵へいと民たみの声こえを聞きいて、主しゅの宮みやに入はいり、民たみのところへ行いって、 14見みると、王おうは慣例かんれいにしたがって柱はしらのかたわらに立たち、王おうのかたわらには大将たいしょうたちとラッパ手てたちが立たち、また国くにの民たみは皆みな喜よろこんでラッパを吹ふいていたので、アタリヤはその衣ころもを裂さいて、「反逆はんぎゃくです、反逆はんぎゃくです」と叫さけんだ。 15その時とき祭司さいしエホヤダは軍勢ぐんぜいを指揮しきしていた大将たいしょうたちに命めいじて、「彼女かのじょを列れつの間あいだをとおって出でて行いかせ、彼女かのじょに従したがう者ものをつるぎをもって殺ころしなさい」と言いった。これは祭司さいしがさきに「彼女かのじょを主しゅの宮みやで殺ころしてはならない」と言いったからである。 16そこで彼かれらは彼女かのじょを捕とらえ、王おうの家いえの馬道うまみちへ連つれて行いったが、彼女かのじょはついにそこで殺ころされた。
    


    
      17かくてエホヤダは主しゅと王おうおよび民たみとの間あいだに、皆みな主しゅの民たみとなるという契約けいやくを立たてさせ、また王おうと民たみとの間あいだにもそれを立たてさせた。 18そこで国くにの民たみは皆みなバアルの宮みやに行いって、これをこわし、その祭壇さいだんとその像ぞうを打うち砕くだき、バアルの祭司さいしマッタンをその祭壇さいだんの前まえで殺ころした。そして祭司さいしは主しゅの宮みやに管理かんり人ひとを置おいた。 19次ついでエホヤダは大将たいしょうたちと、カリびとと、近衛このえ兵へいと国くにのすべての民たみを率ひきいて、主しゅの宮みやから王おうを導みちびき下くだり、近衛このえ兵へいの門もんの道みちから王おうの家いえに入はいり、王おうの位くらいに座ざせしめた。 20こうして国くにの民たみは皆みな喜よろこび、町まちはアタリヤが王おうの家いえでつるぎをもって殺ころされてのち、おだやかになった。 21ヨアシは位くらいについた時とき七歳さいであった。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1ヨアシはエヒウの第だい七年ねんに位くらいにつき、エルサレムで四十年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。その母はははベエルシバの出身しゅっしんで、名なをヂビアといった。 2ヨアシは一生いっしょうの間あいだ、主しゅの目めにかなう事ことをおこなった。祭司さいしエホヤダが彼かれを教おしえたからである。 3しかし高たかき所ところは除のぞかなかったので、民たみはなおその高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげ、香こうをたいた。
    


    
      4ヨアシは祭司さいしたちに言いった、「すべて主しゅの宮みやに聖別せいべつしてささげる銀ぎん、すなわちおのおのが課かせられて、割当わりあてにしたがって人々ひとびとの出だす銀ぎん、および人々ひとびとが心こころから願ねがって主しゅの宮みやの持もってくる銀ぎんは、 5これを祭司さいしたちがおのおのその知しる人ひとから受うけ取とり、どこでも主しゅの宮みやに破やぶれの見みえる時ときは、それをもってその破やぶれを繕つくろわなければならない」。 6ところがヨアシ王おうの二十三年ねんに至いたるまで、祭司さいしたちは主しゅの宮みやの破やぶれを繕つくろわなかった。 7それで、ヨアシ王おうは祭司さいしエホヤダおよび他たの祭司さいしたちを召めして言いった、「なぜ、あなたがたは主しゅの宮みやの破やぶれを繕つくろわないのか。あなたがたはもはや知人ちじんから銀ぎんを受うけてはならない。主しゅの宮みやの破やぶれを繕つくろうためにそれを渡わたしなさい」。 8祭司さいしたちは重かさねて民たみから銀ぎんを受うけない事ことと、主しゅの宮みやの破やぶれを繕つくろわない事こととに同意どういした。
    


    
      9そこで祭司さいしエホヤダは一つの箱はこを取とり、そのふたに穴あなをあけて、それを主しゅの宮みやの入口いりぐちの右側みぎがわ、祭壇さいだんのかたわらに置おいた。そして門もんを守まもる祭司さいしたちは主しゅの宮みやにはいってくる銀ぎんをことごとくその中なかに入いれた。 10こうしてその箱はこの中なかに銀ぎんが多おおくなったのを見みると、王おうの書記官しょきかんと大だい祭司さいしが上のぼってきて、主しゅの宮みやにある銀ぎんを数かぞえて袋ふくろに詰つめた。 11そしてその数かぞえた銀ぎんを、工事こうじをつかさどる主しゅの宮みやの監督かんとく者ものの手てにわたしたので、彼かれらはそれを主しゅの宮みやに働はたらく木工もっこうと建築けんちく師しに払はらい、 12石工いしくおよび石いし切きりに払はらい、またそれをもって主しゅの宮みやの破やぶれを繕つくろう材木ざいもくと切きり石いしを買かい、主しゅの宮みやを繕つくろうために用もちいるすべての物もののために費ついやした。 13ただし、主しゅの宮みやにはいってくるその銀ぎんをもって主しゅの宮みやのために銀ぎんのたらい、心切しんきりばさみ、鉢はち、ラッパ、金きんの器うつわ、銀ぎんの器うつわなどを造つくることはしなかった。 14ただこれを工事こうじをする者ものに渡わたして、それで主しゅの宮みやを繕つくろわせた。 15またその銀ぎんを渡わたして工事こうじをする者ものに払はらわせた人々ひとびとと計算けいさんすることはしなかった。彼かれらは正直しょうじきに事ことをおこなったからである。 16愆祭けんさいの銀ぎんと罪祭ざいさいの銀ぎんは主しゅの宮みやに、はいらないで、祭司さいしに帰きした。
    


    
      17そのころ、スリヤの王おうハザエルが上のぼってきて、ガテを攻せめてこれを取とった。そしてハザエルがエルサレムに攻せめ上のぼろうとして、その顔かおを向むけたとき、 18ユダの王おうヨアシはその先祖せんぞ、ユダの王おうヨシャパテ、ヨラム、アハジヤが聖別せいべつしてささげたすべての物もの、およびヨアシ自身じしんが聖別せいべつしてささげた物もの、ならびに主しゅの宮みやの倉くらと、主しゅの宮みやにある金きんをことごとく取とって、スリヤ王おうのハザエルに贈おくったので、ハザエルはエルサレムを離はなれ去さった。
    


    
      19ヨアシのその他たの事績じせきおよび彼かれがしたすべての事ことは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 20ヨアシの家来けらいたちは立たって徒党ととうを結むすび、シラに下くだる道みちにあるミロの家いえでヨアシを殺ころした。 21すなわちその家来けらいシメアテの子こヨザカルと、ショメルの子こヨザバデが彼かれを撃うって殺ころし、彼かれをその先祖せんぞと同おなじく、ダビデの町まちに葬ほうむった。その子こアマジヤが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1ユダの王おうアハジヤの子こヨアシの第だい二十三年ねんにエヒウの子こエホアハズはサマリヤでイスラエルの王おうとなり、十七年ねん世よを治おさめた。 2彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、イスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムの罪つみを行おこないつづけて、それを離はなれなかった。 3そこで主しゅはイスラエルに対たいして怒いかりを発はっし、エホアハズの治世ちせいの間あいだ、絶たえずイスラエルをスリヤの王おうハザエルの手てにわたし、またハザエルの子こベネハダデの手てにわたされた。 4しかしエホアハズが主しゅに願ねがい求もとめたので、主しゅはついにこれを聞ききいれられた。スリヤの王おうによって悩なやまされたイスラエルの悩なやみを見みられたからである。 5それで主しゅがひとりの救助者きゅうじょしゃをイスラエルに賜たまわったので、イスラエルの人々ひとびとはスリヤびとの手てをのがれ、前まえのように自分じぶんたちの天幕てんまくに住すむようになった。 6それにもかかわらず、彼かれらはイスラエルに罪つみを犯おかさせたヤラベアムの家いえの罪つみを離はなれず、それを行おこないつづけた。またアシラの像ぞうもサマリヤに立たったままであった。 7さきにスリヤの王おうが彼かれらを滅ほろぼし、踏ふみ砕くだくちりのようにしたのでエホアハズの軍勢ぐんぜいで残のこったものは、ただ騎兵きへい五十人にん、戦車せんしゃ十両りょう、歩兵ほへい一万人にんのみであった。 8エホアハズその他たの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことおよびその武勇ぶゆうは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 9エホアハズは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむったので、彼かれをサマリヤに葬ほうむった。その子こヨアシが代かわって王おうとなった。
    


    
      10ユダの王おうヨアシの第だい三十七年ねんに、エホアハズの子こヨアシはサマリヤでイスラエルの王おうとなり、十六年ねん世よを治おさめた。 11彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、イスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムのもろもろの罪つみを離はなれず、それに歩あゆんだ。 12ヨアシのその他たの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことおよびユダの王おうアマジヤと戦たたかったその武勇ぶゆうは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 13ヨアシは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、ヤラベアムがその位くらいに座ざした。そしてヨアシはイスラエルの王おうたちと同おなじくサマリヤに葬ほうむられた。
    


    
      14さてエリシャは死しぬ病気びょうきにかかっていたが、イスラエルの王おうヨアシは下くだってきて彼かれの顔かおの上うえに涙なみだを流ながし、「わが父ちちよ、わが父ちちよ、イスラエルの戦車せんしゃよ、その騎兵きへいよ」と言いった。 15エリシャは彼かれに「弓ゆみと矢やを取とりなさい」と言いったので、弓ゆみと矢やを取とった。 16エリシャはまたイスラエルの王おうに「弓ゆみに手てをかけなさい」と言いったので、手てをかけた。するとエリシャは自分じぶんの手てを王おうの手ての上うえにおき、 17「東ひがし向むきの窓まどをあけなさい」と言いったので、それをあけると、エリシャはまた「射いなさい」と言いった。彼かれが射いると、エリシャは言いった、「主しゅの救すくいの矢や、スリヤに対たいする救すくいの矢や。あなたはアペクでスリヤびとを撃うち破やぶり、彼かれらを滅ほろぼしつくすであろう」。 18エリシャはまた「矢やを取とりなさい」と言いったので、それを取とった。エリシャはまたイスラエルの王おうに「それをもって地ちを射いなさい」と言いったので、三度ど射いてやめた。 19すると神かみの人ひとは怒いかって言いった、「あなたは五度ども六度ども射いるべきであった。そうしたならば、あなたはスリヤを撃うち破やぶり、それを滅ほろぼしつくすことができたであろう。しかし今いまあなたはそうしなかったので、スリヤを撃うち破やぶることはただ三度どだけであろう」。
    


    
      20こうしてエリシャは死しんで葬ほうむられた。さてモアブの略奪りゃくだつ隊たいは年としが改あらたまるごとに、国くににはいって来くるのを常つねとした。 21時ときに、ひとりの人ひとを葬ほうむろうとする者ものがあったが、略奪りゃくだつ隊たいを見みたので、その人ひとをエリシャの墓はかに投なげ入いれて去さった。その人ひとはエリシャの骨ほねに触ふれるとすぐ生いきかえって立たちあがった。
    


    
      22スリヤの王おうハザエルはエホアハズの一生いっしょうの間あいだ、イスラエルを悩なやましたが、 23主しゅはアブラハム、イサク、ヤコブと結むすばれた契約けいやくのゆえにイスラエルを恵めぐみ、これをあわれみ、これを顧かえりみて滅ほろぼすことを好このまず、なおこれをみ前まえから捨すてられなかった。
    


    
      24スリヤの王おうハザエルはついに死しんで、その子こベネハダデが代かわって王おうとなった。 25そこでエホアハズの子こヨアシは、父ちちエホアハズがハザエルに攻せめ取とられた町々まちまちを、ハザエルの子こベネハダデの手てから取とり返かえした。すなわちヨアシは三度ど彼かれを撃うち破やぶって、イスラエルの町々まちまちを取とり返かえした。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1イスラエルの王おうエホアハズの子こヨアシの第だい二年ねんに、ユダの王おうヨアシの子こアマジヤが王おうとなった。 2彼かれは王おうとなった時とき二十五歳さいで、二十九年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。その母はははエルサレムの出身しゅっしんで、名なをエホアダンといった。 3アマジヤは主しゅの目めにかなう事ことをおこなったが、先祖せんぞダビデのようではなかった。彼かれはすべての事ことを父ちちヨアシがおこなったようにおこなった。 4ただし高たかき所ところは除のぞかなかったので、民たみはなおその高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげ、香こうをたいた。 5彼かれは国くにが彼かれの手てのうちに強つよくなった時とき、父ちちヨアシ王おうを殺害さつがいした家来けらいたちを殺ころしたが、 6その殺害者さつがいしゃの子供こどもたちは殺ころさなかった。これはモーセの律法りっぽうの書しょにしるされている所ところに従したがったのであって、そこに主しゅは命めいじて「父ちちは子このゆえに殺ころさるべきではない。子こは父ちちのゆえに殺ころさるべきではない。おのおの自分じぶんの罪つみのゆえに殺ころさるべきである」と言いわれている。
    


    
      7アマジヤはまた塩しおの谷たにでエドムびと一万人にんを殺ころした。またセラを攻せめ取とって、その名なをヨクテルと名なづけたが、今日こんにちまでそのとおりである。
    


    
      8そこでアマジヤがエヒウの子こエホアハズの子こであるイスラエルの王おうヨアシに使者ししゃをつかわして、「さあ、われわれは互たがいに顔かおを合あわせよう」と言いわせたので、 9イスラエルの王おうヨアシはユダの王おうアマジヤに言いい送おくった、「かつてレバノンのいばらがレバノンの香柏こうはくに、『あなたの娘むすめをわたしのむすこの妻つまにください』と言いい送おくったことがあったが、レバノンの野獣やじゅうがとおって、そのいばらを踏ふみ倒たおした。 10あなたは大おおいにエドムを撃うって、心こころにたかぶっているが、その栄誉えいよに満足まんぞくして家いえにとどまりなさい。何なにゆえ、あなたは災わざわいをひき起おこして、自分じぶんもユダも共ともに滅ほろびるような事ことをするのですか」。
    


    
      11しかしアマジヤが聞ききいれなかったので、イスラエルの王おうヨアシは上のぼってきた。そこで彼かれとユダの王おうアマジヤはユダのベテシメシで互たがいに顔かおをあわせたが、 12ユダはイスラエルに敗やぶられて、おのおのその天幕てんまくに逃にげ帰かえった。 13イスラエルの王おうヨアシはアハジヤの子こヨアシの子こであるユダの王おうアマジヤをベテシメシで捕とらえ、エルサレムにきて、エルサレムの城壁じょうへきをエフライムの門もんから隅すみの門もんまで、おおよそ四百キュビトにわたってこわし、 14また主しゅの宮みやと王おうの家いえの倉くらにある金銀きんぎんおよびもろもろの器うつわをことごとく取とり、かつ人質ひとじちをとってサマリヤに帰かえった。
    


    
      15ヨアシのその他たの事績じせきと、その武勇ぶゆうおよび彼かれがユダの王おうアマジヤと戦たたかった事ことは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 16ヨアシはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、イスラエルの王おうたちと共ともにサマリヤに葬ほうむられ、その子こヤラベアムが代かわって王おうとなった。
    


    
      17ヨアシの子こであるユダの王おうアマジヤは、エホアハズの子こであるイスラエルの王おうヨアシが死しんで後のち、なお十五年ねん生いきながらえた。 18アマジヤのその他たの事績じせきは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 19時ときに人々ひとびとがエルサレムで徒党ととうを結むすび、彼かれに敵対てきたいしたので、彼かれはラキシに逃にげていったが、その人々ひとびとはラキシに人ひとをつかわして彼かれをそこで殺ころさせた。 20人々ひとびとは彼かれを馬うまに載のせて運はこんできて、エルサレムで彼かれを先祖せんぞたちと共ともにダビデの町まちに葬ほうむった。 21そしてユダの民たみは皆みなアザリヤを父ちちアマジヤの代かわりに王おうとした。時ときに年ねん十六歳さいであった。 22彼かれはエラテの町まちを建たてて、これをユダに復帰ふっきさせた。これはかの王おうがその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむった後のちであった。
    


    
      23ユダの王おうヨアシの子こアマジヤの第だい十五年ねんに、イスラエルの王おうヨアシの子こヤラべアムがサマリヤで王おうとなって四十一年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。 24彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、イスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムの罪つみを離はなれなかった。 25彼かれはハマテの入口いりぐちからアラバの海うみまで、イスラエルの領域りょういきを回復かいふくした。イスラエルの神かみ、主しゅがガテヘペルのアミッタイの子こである、そのしもべ預言者よげんしゃヨナによって言いわれた言葉ことばのとおりである。 26主しゅはイスラエルの悩なやみの非常ひじょうに激はげしいのを見みられた。そこにはつながれた者ものも、自由じゆうな者ものもいなくなり、またイスラエルを助たすける者ものもいなかった。 27しかし主しゅはイスラエルの名なを天あめが下したから消けし去さろうとは言いわれなかった。そして彼かれらをヨアシの子こヤラベアムの手てによって救すくわれた。
    


    
      28ヤラベアムのその他たの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことおよびその武勇ぶゆう、すなわち彼かれが戦争せんそうをした事ことおよび、かつてユダに属ぞくしていたダマスコとハマテを、イスラエルに復帰ふっきさせた事ことは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 29ヤラベアムはその先祖せんぞであるイスラエルの王おうたちと共ともに眠ねむって、その子こゼカリヤが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1イスラエルの王おうヤラベアムの第だい二十七年ねんに、ユダの王おうアマジヤの子こアザリヤが王おうとなった。 2彼かれが王おうとなった時ときは十六歳さいで、五十二年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。その母はははエルサレムの出身しゅっしんで、名なをエコリアといった。 3彼かれは主しゅの目めにかなう事ことを行おこない、すべての事ことを父ちちアマジヤが行いったようにおこなった。 4ただし高たかき所ところは除のぞかなかったので、民たみはなおその高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげ、香こうをたいた。 5主しゅが王おうを撃うたれたので、その死しぬ日ひまで、らい病人びょうにんとなって、離はなれ家やに住すんだ。王おうの子こヨタムが家いえの事ことを管理かんりし、国くにの民たみをさばいた。 6アザリヤのその他たの事績じせきと、彼かれがしたすべての事ことは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 7アザリヤはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむったので、彼かれをダビデの町まちにその先祖せんぞたちと共ともに葬ほうむった。その子こヨタムが代かわって王おうとなった。
    


    
      8ユダの王おうアザリヤの第だい三十八年ねんにヤラベアムの子こゼカリヤがサマリヤでイスラエルの王おうとなり、六か月げつ世よを治おさめた。 9彼かれはその先祖せんぞたちがおこなったように主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、イスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムの罪つみを離はなれなかった。 10ヤベシの子こシャルムが徒党ととうを結むすんで彼かれに敵てきし、イブレアムで彼かれを撃うち殺ころし、彼かれに代かわって王おうとなった。 11ゼカリヤのその他たの事績じせきは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされている。 12主しゅはかつてエヒウに、「あなたの子孫しそんは四代だいまでイスラエルの位くらいに座ざするであろう」と告つげられたが、はたしてそのとおりになった。
    


    
      13ヤベシの子こシャルムはユダの王おうウジヤの第だい三十九年ねんに王おうとなり、サマリヤで一か月げつ世よを治おさめた。 14時ときにガデの子こメナヘムがテルザからサマリヤに上のぼってきて、ヤベシの子こシャルムをサマリヤで撃うち殺ころし、彼かれに代かわって王おうとなった。 15シャルムのその他たの事績じせきと、彼かれが徒党ととうを結むすんだ事ことは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされている。 16その時ときメナヘムはテルザから進すすんでいって、タップアと、そのうちにいるすべての者もの、およびその領域りょういきを撃うった。すなわち彼かれらが彼かれのために開ひらかなかったので、これを撃うって、そのうちの妊娠にんしんの女おんなをことごとく引ひき裂さいた。
    


    
      17ユダの王おうアザリヤの第だい三十九年ねんに、ガデの子こメナヘムはイスラエルの王おうとなり、サマリヤで十年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。 18彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、イスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムの罪つみを一生いっしょうの間あいだ、離はなれなかった。 19時ときにアッスリヤの王おうプルが国くにに攻せめてきたので、メナヘムは銀ぎん一千タラントをプルに与あたえた。これは彼かれがプルの助たすけを得えて、国くにを自分じぶんの手てのうちに強つよくするためであった。 20すなわちメナヘムはその銀ぎんをイスラエルのすべての富とめる者ものに課かし、その人々ひとびとにおのおの銀ぎん五十シケルを出ださせてアッスリヤの王おうに与あたえた。こうしてアッスリヤの王おうは国くににとどまらないで帰かえっていった。 21メナヘムのその他たの事績じせきと彼かれがしたすべての事ことは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 22メナヘムは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむり、その子こペカヒヤが代かわって王おうとなった。
    


    
      23メナヘムの子こペカヒヤはユダの王おうアザリヤの第だい五十年ねんに、サマリヤでイスラエルの王おうとなり、二年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。 24彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこない、イスラエルに罪つみを犯おかせたネバテの子こヤラベアムの罪つみを離はなれなかった。 25時ときに彼かれの副官ふくかんであったレマリヤのペカが、ギレアデびと五十人にんと共ともに徒党ととうを結むすんで彼かれに敵てきし、サマリヤの、王おうの宮殿きゅうでんの天守てんしゅで彼かれを撃うち殺ころした。すなわちペカは彼かれを殺ころし、彼かれに代かわって王おうとなった。 26ペカヒヤのその他たの事績じせきと彼かれがしたすべての事ことは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされている。
    


    
      27レマリヤの子こペカはユダの王おうアザリヤの第だい五十二年ねんに、サマリヤでイスラエルの王おうとなり、二十年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。 28彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくをおこない、イスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムの罪つみを離はなれなかった。
    


    
      29イスラエルの王おうペカの世よに、アッスリヤの王おうテグラテピレセルが来きて、イヨン、アベル・ベテマアカ、ヤノア、ケデシ、ハゾル、ギレアデ、ガリラヤ、ナフタリの全ぜん地ちを取とり、人々ひとびとをアッスリヤへ捕とらえ移うつした。 30時ときにエラの子こホセアは徒党ととうを結むすんで、レマリヤの子こペカに敵てきし、彼かれを撃うち殺ころし、彼かれに代かわって王おうとなった。これはウジヤの子こヨタムの第だい二十年ねんであった。 31ペカのその他たの事績じせきと彼かれがしたすべての事ことは、イスラエルの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされている。
    


    
      32レマリヤの子こイスラエルの王おうペカの第だい二年ねんに、ユダの王おうウジヤの子こヨタムが王おうとなった。 33彼かれは王おうとなった時とき二十五歳さいであったが、エルサレムで十六年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。母はははザドクの娘むすめで、名なをエルシャといった。 34彼かれは主しゅの目めにかなう事ことを行おこない、すべて父ちちウジヤの行いったようにおこなった。 35ただし高たかき所ところは除のぞかなかったので、民たみはなおその高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげ、香こうをたいた。彼かれは主しゅの宮みやの上うえの門もんを建たてた。 36ヨタムのその他たの事績じせきと彼かれがしたすべての事ことは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 37そのころ、主しゅはスリヤの王おうレヂンとレマリヤの子こペカをユダに攻せめこさせられた。 38ヨタムは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、その先祖せんぞダビデの町まちに先祖せんぞたちと共ともに葬ほうむられ、その子こアハズが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1レマリヤの子こペカの第だい十七年ねんにユダの王おうヨタムの子こアハズが王おうとなった。 2アハズは王おうとなった時とき二十歳さいで、エルサレムで十六年ねんの間あいだ、世よを治おさめたが、その神かみ、主しゅの目めにかなう事ことを先祖せんぞダビデのようには行おこなわなかった。 3彼かれはイスラエルの王おうたちの道みちに歩あゆみ、また主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえから追おい払はらわれた異邦人いほうじんの憎にくむべきおこないにしたがって、自分じぶんの子こを火ひに焼やいてささげ物ものとした。 4かつ彼かれは高たかき所ところ、また丘おかの上うえ、すべての青あお木きの下したで犠牲ぎせいをささげ、香こうをたいた。
    


    
      5そのころ、スリヤの王おうレヂンおよびレマリヤの子こであるイスラエルの王おうペカがエルサレムに攻せめ上のぼって、アハズを囲かこんだが、勝かつことができなかった。 6その時ときエドムの王おうはエラテを回復かいふくしてエドムの所領しょりょうとし、ユダの人々ひとびとをエラテから追おい出だした。そしてエドムびとがエラテにきて、そこに住すみ、今日こんにちに至いたっている。 7そこでアハズは使者ししゃをアッスリヤの王おうテグラテピレセルにつかわして言いわせた、「わたしはあなたのしもべ、あなたの子こです。スリヤの王おうとイスラエルの王おうがわたしを攻せめ囲かこんでいます。どうぞ上のぼってきて、彼かれらの手てからわたしを救すくい出だしてください」。 8そしてアハズは主しゅの宮みやと王おうの家いえの倉くらにある金きんと銀ぎんをとり、これを贈おくり物ものとしてアッスリヤの王おうにおくったので、 9アッスリヤの王おうは彼かれの願ねがいを聞ききいれた。すなわちアッスリヤの王おうはダマスコに攻せめ上のぼって、これを取とり、その民たみをキルに捕とらえ移うつし、またレヂンを殺ころした。
    


    
      10アハズ王おうはアッスリヤの王おうテグラテピレセルに会あおうとダマスコへ行いったが、ダマスコにある祭壇さいだんを見みたので、アハズ王おうはその祭壇さいだんの作つくりにしたがって、その詳くわしい図面ずめんと、ひな型がたとを作つくって、祭司さいしウリヤに送おくった。 11そこで祭司さいしウリヤはアハズ王おうがダマスコから送おくったものにしたがって祭壇さいだんを建たてた。すなわち祭司さいしウリヤはアハズ王おうがダマスコから帰かえるまでにそのとおりに作つくった。 12王おうはダマスコから帰かえってきて、その祭壇さいだんを見み、祭壇さいだんに近ちかづいてその上うえに登のぼり、 13燔祭はんさいと素祭そさいを焼やき、灌祭かんさいを注そそぎ、酬恩祭しゅうおんさいの血ちを祭壇さいだんにそそぎかけた。 14彼かれはまた主しゅの前まえにあった青銅せいどうの祭壇さいだんを宮みやの前まえから移うつした。すなわちそれを新あたらしい祭壇さいだんと主しゅの宮みやの間あいだから移うつして、新あたらしい祭壇さいだんの北きたの方ほうにすえた。 15そしてアハズ王おうは祭司さいしウリヤに命めいじて言いった、「朝あさの燔祭はんさいと夕ゆうの素祭そさいおよび王おうの燔祭はんさいとその素祭そさい、ならびに国中くにぢゅうの民たみの燔祭はんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいは、この大おおきな祭壇さいだんの上うえで焼やきなさい。また燔祭はんさいの血ちと犠牲ぎせいの血ちはすべてこれにそそぎかけなさい。あの青銅せいどうの祭壇さいだんをわたしは伺うかがいを立たてるのに用もちいよう」。 16祭司さいしウリヤはアハズ王おうがすべて命めいじたとおりにおこなった。
    


    
      17またアハズ王おうは台だいの鏡板かがみいたを切きり取とって、洗盤せんばんをその上うえから移うつし、また海うみをその下したにある青銅せいどうの牛うしの上うえからおろして、石いしの座ざの上うえにすえ、 18また宮みやのうちに造つくられていた安息日あんそくにち用ようのおおいのある道みち、および王おうの用もちいる外そとの入口いりぐちをアッスリヤの王おうのために主しゅの宮みやから除のぞいた。 19アハズのその他たの事績じせきは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 20アハズは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、ダビデの町まちにその先祖せんぞたちと共ともに葬ほうむられ、その子こヒゼキヤが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1ユダの王おうアハズの第だい十二年ねんにエラの子こホセアが王おうとなり、サマリヤで九年ねんの間あいだ、イスラエルを治おさめた。 2彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなったが、彼かれ以前いぜんのイスラエルの王おうたちのようではなかった。 3アッスリヤの王おうシャルマネセルが攻せめ上のぼったので、ホセアは彼かれに隷属れいぞくして、みつぎを納おさめたが、 4アッスリヤの王おうはホセアがついに自分じぶんにそむいたのを知しった。それはホセアが使者ししゃをエジプトの王おうソにつかわし、また年々ねんねん納おさめていたみつぎを、アッスリヤの王おうに納おさめなかったからである。そこでアッスリヤの王おうは彼かれを監禁かんきんし、獄屋ごくやにつないだ。 5そしてアッスリヤの王おうは攻せめ上のぼって国中くにぢゅうを侵おかし、サマリヤに上のぼってきて三年ねんの間あいだ、これを攻せめ囲かこんだ。 6ホセアの第だい九年ねんになって、アッスリヤの王おうはついにサマリヤを取とり、イスラエルの人々ひとびとをアッスリヤに捕とらえていって、ハラと、ゴザンの川かわハボルのほとりと、メデアの町々まちまちにおいた。
    


    
      7この事ことが起たったのは、イスラエルの人々ひとびとが、自分じぶんたちをエジプトの地ちから導みちびき上のぼって、エジプトの王おうパロの手てをのがれさせられたその神かみ、主しゅにむかって罪つみを犯おかし、他たの神々かみがみを敬うやまい、 8主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえから追おい払はらわれた異邦人いほうじんのならわしに従したがって歩あゆみ、またイスラエルの王おうたちが定さだめたならわしに従したがって歩あゆんだからである。 9イスラエルの人々ひとびとはその神かみ、主しゅにむかって正ただしからぬ事ことをひそかに行おこない、見張みはり台だいから堅固けんごな町まちに至いたるまで、すべての町々まちまちに高たかき所ところを建たて、 10またすべての高たかい丘おかの上うえ、すべての青あお木きの下したに石いしの柱はしらとアシラ像ぞうを立たて、 11主しゅが彼かれらの前まえから捕とらえ移うつされた異邦人いほうじんがしたように、すべての高たかき所ところで香こうをたき、悪事あくじを行いって、主しゅを怒いからせた。 12また主しゅが彼かれらに「あなたがたはこの事ことをしてはならない」と言いわれたのに偶像ぐうぞうに仕つかえた。 13主しゅはすべての預言者よげんしゃ、すべての先見者せんけんしゃによってイスラエルとユダを戒いましめ、「翻ひるがえって、あなたがたの悪わるい道みちを離はなれ、わたしがあなたがたの先祖せんぞたちに命めいじ、またわたしのしもべである預言者よげんしゃたちによってあなたがたに伝つたえたすべての律法りっぽうのとおりに、わたしの戒いましめと定さだめとを守まもれ」と仰おおせられたが、 14彼かれらは聞ききいれず、彼かれらの先祖せんぞたちがその神かみ、主しゅを信しんじないで、強情ごうじょうであったように、彼かれらは強情ごうじょうであった。 15そして彼かれらは主しゅの定さだめを捨すて、主しゅが彼かれらの先祖せんぞたちと結むすばれた契約けいやくを破やぶり、また彼かれらに与あたえられた警告けいこくを軽かるんじ、かつむなしい偶像ぐうぞうに従したがってむなしくなり、また周囲しゅういの異邦人いほうじんに従したがった。これは主しゅが、彼かれらのようにおこなってはならないと彼かれらに命めいじられたものである。 16彼かれらはその神かみ、主しゅのすべての戒いましめを捨すて、自分じぶんのために二つの子こ牛うしの像ぞうを鋳いて造つくり、またアシラ像ぞうを造つくり、天てんの万象ばんしょうを拝おがみ、かつバアルに仕つかえ、 17またそのむすこ、娘むすめを火ひに焼やいてささげ物ものとし、占うらないおよびまじないをなし、主しゅの目めの前まえに悪あくをおこなうことに身みをゆだねて、主しゅを怒いからせた。 18それゆえ、主しゅは大おおいにイスラエルを怒いかり、彼かれらをみ前まえから除のぞかれたので、ユダの部族ぶぞくのほか残のこった者ものはなかった。
    


    
      19ところがユダもまたその神かみ、主しゅの戒いましめを守まもらず、イスラエルが定さだめたならわしに歩あゆんだので、 20主しゅはイスラエルの子孫しそんをことごとく捨すて、彼かれらを苦くるしめ、彼かれらを略奪者りゃくだつしゃの手てにわたして、ついに彼かれらをみ前まえから打うちすてられた。
    


    
      21主しゅはイスラエルをダビデの家いえから裂さき離はなされたので、イスラエルはネバテの子こヤラベアムを王おうとしたが、ヤラベアムはイスラエルに、主しゅに従したがうことをやめさせ、大おおきな罪つみを犯おかさせた。 22イスラエルの人々ひとびとがヤラベアムのおこなったすべての罪つみをおこない続つづけて、それを離はなれなかったので、 23ついに主しゅはそのしもべである預言者よげんしゃたちによって言いわれたように、イスラエルをみ前まえから除のぞき去さられた。こうしてイスラエルは自分じぶんの国くにからアッスリヤに移うつされて今日こんにちに至いたっている。
    


    
      24かくてアッスリヤの王おうはバビロン、クタ、アワ、ハマテおよびセパルワイムから人々ひとびとをつれてきて、これをイスラエルの人々ひとびとの代かわりにサマリヤの町々まちまちにおらせたので、その人々ひとびとはサマリヤを領有りょうゆうして、その町々まちまちに住すんだ。 25彼かれらがそこに住すみ始はじめた時とき、主しゅを敬うやまうことをしなかったので、主しゅは彼かれらのうちにししを送おくり、ししは彼かれらのうちの数人すうにんを殺ころした。 26そこで人々ひとびとはアッスリヤの王おうに告つげて言いった、「あなたが移うつしてサマリヤの町々まちまちにおらせられたあの国々くにぐにの民たみは、その地ちの神かみのおきてを知しらないゆえに、その神かみは彼かれらのうちにししを送おくり、ししは彼かれらを殺ころした。これは彼かれらが、その地ちの神かみのおきてを知しらないためです」。 27アッスリヤの王おうは命めいじて言いった、「あなたがたがあそこから移うつした祭司さいしのひとりをあそこへ連つれて行いきなさい。彼かれをあそこへやって住すまわせ、その国くにの神かみのおきてをその人々ひとびとに教おしえさせなさい」。
    


    
      28そこでサマリヤから移うつされた祭司さいしのひとりが来きてベテルに住すみ、どのように主しゅを敬うやまうべきかを彼かれらに教おしえた。 29しかしその民たみはおのおの自分じぶんの神々かみがみを造つくって、それをサマリヤびとが造つくった高たかき所ところの家いえに安置あんちした。民たみは皆みな住すんでいる町々まちまちでそのようにおこなった。 30すなわちバビロンの人々ひとびとはスコテ・ベノテを造つくり、クタの人々ひとびとはネルガルを造つくり、ハマテの人々ひとびとはアシマを造つくり、 31アワの人々ひとびとはニブハズとタルタクを造つくり、セパルワイムびとはその子こを火ひに焼やいて、セパルワイムの神かみアデランメレクおよびアナンメレクにささげた。 32彼かれはまた主しゅを敬うやまい、自分じぶんたちのうちから一般いっぱんの民たみを立たてて高たかき所ところの祭司さいしとしたので、その人々ひとびとは高たかき所ところの家いえで勤つとめをした。 33このように彼かれらは主しゅを敬うやまったが、また彼かれらが出でてきた国々くにぐにのならわしにしたがって、自分じぶんたちの神々かみがみにも仕つかえた。 34今日こんにちに至いたるまで彼かれらは先さきのならわしにしたがっておこなっている。
    


    
      彼かれらは主しゅを敬うやまわず、また主しゅがイスラエルと名なづけられたヤコブの子孫しそんに命めいじられた定さだめにも、おきてにも、律法りっぽうにも、戒いましめにも従したがわない。 35主しゅはかつて彼かれらと契約けいやくを結むすび、彼かれらに命めいじて言いわれた、「あなたがたは他たの神々かみがみを敬うやまってはならない。また彼かれらを拝おがみ、彼かれらに仕つかえ、彼かれらに犠牲ぎせいをささげてはならない。 36ただ大おおきな力ちからと伸のべた腕うでとをもって、あなたがたをエジプトの地ちから導みちびき上のぼった主しゅをのみ敬うやまい、これを拝おがみ、これに犠牲ぎせいをささげなければならない。 37またあなたがたのために書かきしるされた定さだめと、おきてと、律法りっぽうと、戒いましめとを、慎つつしんで常つねに守まもらなければならない。他たの神々かみがみを敬うやまってはならない。 38わたしがあなたがたと結むすんだ契約けいやくを忘わすれてはならない。また他たの神々かみがみを敬うやまってはならない。 39ただあなたがたの神かみ、主しゅを敬うやまわなければならない。主しゅはあなたがたをそのすべての敵てきの手てから救すくい出だされるであろう」。 40しかし彼かれらは聞ききいれず、かえって先さきのならわしにしたがっておこなった。
    


    
      41このように、これらの民たみは主しゅを敬うやまい、またその刻きざんだ像ぞうにも仕つかえたが、その子こたちも、孫まごたちも同様どうようであって、彼かれらはその先祖せんぞがおこなったように今日こんにちまでおこなっている。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1イスラエルの王おうエラの子こホセアの第だい三年ねんにユダの王おうアハズの子こヒゼキヤが王おうとなった。 2彼かれは王おうとなった時とき二十五歳さいで、エルサレムで二十九年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。その母はははゼカリヤの娘むすめで、名なをアビといった。 3ヒゼキヤはすべて先祖せんぞダビデがおこなったように主しゅの目めにかなう事ことを行おこない、 4高たかき所ところを除のぞき、石柱せきちゅうをこわし、アシラ像ぞうを切きり倒たおし、モーセの造つくった青銅せいどうのへびを打うち砕くだいた。イスラエルの人々ひとびとはこの時ときまでそのへびに向むかって香こうをたいていたからである。人々ひとびとはこれをネホシタンと呼よんだ。 5ヒゼキヤはイスラエルの神かみ、主しゅに信頼しんらいした。そのために彼かれのあとにも彼かれの先さきにも、ユダのすべての王おうのうちに彼かれに及およぶ者ものはなかった。 6すなわち彼かれは固かたく主しゅに従したがって離はなれることなく、主しゅがモーセに命めいじられた命令めいれいを守まもった。 7主しゅが彼かれと共ともにおられたので、すべて彼かれが出でて戦たたかうところで功こうをあらわした。彼かれはアッスリヤの王おうにそむいて、彼かれに仕つかえなかった。 8彼かれはペリシテびとを撃うち敗はいって、ガザとその領域りょういきにまで達たっし、見張みはり台だいから堅固けんごな町まちにまで及およんだ。
    


    
      9ヒゼキヤ王おうの第だい四年ねんすなわちイスラエルの王おうエラの子こホセアの第だい七年ねんに、アッスリヤの王おうシャルマネセルはサマリヤに攻せめ上のぼって、これを囲かこんだが、 10三年ねんの後のちついにこれを取とった。サマリヤが取とられたのはヒゼキヤの第だい六年ねんで、それはイスラエルの王おうホセアの第だい九年ねんであった。 11アッスリヤの王おうはイスラエルの人々ひとびとをアッスリヤに捕とらえていって、ハラと、ゴザンの川かわハボルのほとりと、メデアの町々まちまちに置おいた。 12これは彼かれらがその神かみ、主しゅの言葉ことばにしたがわず、その契約けいやくを破やぶり、主しゅのしもべモーセの命めいじたすべての事ことに耳みみを傾かたむけず、また行おこなわなかったからである。
    


    
      13ヒゼキヤ王おうの第だい十四年ねんにアッスリヤの王おうセナケリブが攻せめ上のぼってユダのすべての堅固けんごな町々まちまちを取とったので、 14ユダの王おうヒゼキヤは人ひとをラキシにつかわしてアッスリヤの王おうに言いった、「わたしは罪つみを犯おかしました。どうぞ引ひき上あげてください。わたしに課かせられることはなんでもいたします」。アッスリヤの王おうは銀ぎん三百タラントと金きん三十タラントをユダの王おうヒゼキヤに課かした。 15ヒゼキヤは主しゅの宮みやと王おうの家いえの倉くらとにある銀ぎんをことごとく彼かれに与あたえた。 16この時ときユダの王おうヒゼキヤはまた主しゅの神殿しんでんの戸とおよび柱はしらから自分じぶんが着きせた金きんをはぎ取とって、アッスリヤの王おうに与あたえた。 17アッスリヤの王おうはまたタルタン、ラブサリスおよびラブシャケを、ラキシから大軍たいぐんを率ひきいてエルサレムにいるヒゼキヤ王おうのもとにつかわした。彼かれらは上のぼってエルサレムに来きた。彼かれらはエルサレムに着つくと、布ぬのさらし場ばに行いく大路おおじに沿そっている上うえの池いけの水道すいどうのかたわらへ行いって、そこに立たった。 18そして彼かれらが王おうを呼よんだので、ヒルキヤの子こである宮内卿くないきょうエリアキム、書記官しょきかんセブナ、およびアサフの子こである史官しかんヨアが彼かれらのところに出でてきた。
    


    
      19ラブシャケは彼かれらに言いった、「ヒゼキヤに言いいなさい、『大王だいおう、アッスリヤの王おうはこう仰おおせられる。あなたが頼たのみとする者ものは何なにか。 20口先くちさきだけの言葉ことばが戦争せんそうをする計略けいりゃくと力ちからだと考かんがえるのか。あなたは今いまだれにたよって、わたしにそむいたのか。 21今いまあなたは、あの折おれかけている葦あしのつえ、エジプトを頼たのみとしているが、それは人ひとがよりかかる時とき、その人ひとの手てを刺さし通とおすであろう。エジプトの王おうパロはすべて寄より頼たのむ者ものにそのようにする。 22しかしあなたがもし「われわれは、われわれの神かみ、主しゅを頼たのむ」とわたしに言いうのであれば、その神かみはヒゼキヤがユダとエルサレムに告つげて、「あなたがたはエルサレムで、この祭壇さいだんの前まえに礼拝れいはいしなければならない」と言いって、その高たかき所ところと祭壇さいだんとを除のぞいた者ものではないか。 23さあ、わたしの主君しゅくんアッスリヤの王おうとかけをせよ。もしあなたの方ほうに乗のる人ひとがあるならば、わたしは馬うま二千頭とうを与あたえよう。 24あなたはエジプトを頼たのみ、戦車せんしゃと騎兵きへいを請こい求もとめているが、わたしの主君しゅくんの家来けらいのうちの最もっとも小ちいさい一隊長たいちょうでさえ、どうして撃退げきたいすることができようか。 25わたしがこの所ところを滅ほろぼすために上のぼってきたのは、主しゅの許ゆるしなしにしたことであろうか。主しゅがわたしにこの地ちに攻せめ上のぼってこれを滅ほろぼせと言いわれたのだ』」。
    


    
      26その時ときヒルキヤの子こエリアキムおよびセブナとヨアはラブシャケに言いった、「どうぞ、アラム語ごでしもべどもに話はなしてください。わたしたちは、それがわかるからです。城壁じょうへきの上うえにいる民たみの聞きいているところで、わたしたちにユダヤの言葉ことばで話はなさないでください」。 27しかしラブシャケは彼かれらに言いった、「わたしの主君しゅくんは、あなたの主君しゅくんとあなたにだけでなく、城壁じょうへきの上うえに座ざしている人々ひとびとにも、この言葉ことばを告つげるためにわたしをつかわしたのではないか。彼かれらも、あなたがたと共ともに自分じぶんの糞尿ふんにょうを食くい飲のみするに至いたるであろう」。
    


    
      28そしてラブシャケは立たちあがり、ユダヤの言葉ことばで大声おおごえに呼よばわって言いった。「大王だいおう、アッスリヤの王おうの言葉ことばを聞きけ。 29王おうはこう仰おおせられる、『あなたがたはヒゼキヤに欺あざむかれてはならない。彼かれはあなたがたをわたしの手てから救すくいだすことはできない。 30ヒゼキヤが「主しゅは必かならずわれわれを救すくい出だされる。この町まちはアッスリヤ王おうの手てに陥おちいることはない」と言いっても、あなたがたは主しゅを頼たのみとしてはならない』。 31あなたがたはヒゼキヤの言葉ことばを聞きいてはならない。アッスリヤの王おうはこう仰おおせられる、『あなたがたはわたしと和解わかいして、わたしに降服こうふくせよ。そうすればあなたがたはおのおの自分じぶんのぶどうの実みを食たべ、おのおの自分じぶんのいちじくの実みを食たべ、おのおの自分じぶんの井戸いどの水みずを飲のむことができるであろう。 32やがてわたしが来きて、あなたがたを一つの国くにへ連つれて行いく。それはあなたがたの国くにのように穀物こくもつとぶどう酒しゅのある地ち、パンとぶどう畑はたけのある地ち、オリブの木きと蜜みつのある地ちである。あなたがたは生いきながらえることができ、死しぬことはない。ヒゼキヤが「主しゅはわれわれを救すくわれる」と言いって、あなたがたを惑まどわしても彼かれに聞きいてはならない。 33諸しょ国民こくみんの神々かみがみのうち、どの神かみがその国くにをアッスリヤの王おうの手てから救すくったか。 34ハマテやアルパデの神々かみがみはどこにいるのか。セパルワイム、ヘナおよびイワの神々かみがみはどこにいるのか。彼かれらはサマリヤをわたしの手てから救すくい出だしたか。 35国々くにぐにのすべての神々かみがみのうち、その国くにをわたしの手てから救すくい出だした者ものがあったか。主しゅがどうしてエルサレムをわたしの手てから救すくい出だすことができよう』」。
    


    
      36しかし民たみは黙もくして、ひと言ことも彼かれに答こたえなかった。王おうが命めいじて「彼かれに答こたえてはならない」と言いっておいたからである。 37こうしてヒルキヤの子こである宮内卿くないきょうエリアキム、書記官しょきかんセブナ、およびアサフの子こである史官しかんヨアは衣ころもを裂さき、ヒゼキヤのもとに来きて、ラブシャケの言葉ことばを彼かれに告つげた。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1ヒゼキヤ王おうはこれを聞きいて、衣ころもを裂さき、荒布あらぬのを身みにまとって主しゅに宮みやに入はいり、 2宮内卿くないきょうエリアキムと書記官しょきかんセブナおよび祭司さいしのうちの年長者ねんちょうしゃたちに荒布あらぬのをまとわせて、アモツの子こ預言者よげんしゃイザヤのもとにつかわした。 3彼かれらはイザヤに言いった、「ヒゼキヤはこう申もうされます、『きょうは悩なやみと、懲こらしめと、はずかしめの日ひです。胎児たいじがまさに生うまれようとして、これを産うみ出だす力ちからがないのです。 4あなたの神かみ、主しゅはラブシャケがその主君しゅくんアッスリヤの王おうにつかわされて、生いける神かみをそしったもろもろの言葉ことばを聞きかれたかもしれません。そしてあなたの神かみ、主しゅはその聞きいた言葉ことばをとがめられるかもしれません。それゆえ、この残のこっている者もののために祈いのりをささげてください』」。 5ヒゼキヤ王おうの家来けらいたちがイザヤのもとに来きたとき、 6イザヤは彼かれらに言いった、「あなたがたの主君しゅくんにこう言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、アッスリヤの王おうの家来けらいたちが、わたしをそしった言葉ことばを聞きいて恐おそれるには及およばない。 7見みよ、わたしは一つの霊れいを彼かれらのうちに送おくって、一つのうわさを聞きかせ、彼かれを自分じぶんの国くにへ帰かえらせて、自分じぶんの国くにでつるぎに倒たおれさせるであろう』」。
    


    
      8ラブシャケは引ひき返かえして、アッスリヤの王おうがリブナを攻せめているところへ行いった。彼かれが王おうのラキシを去さったことを聞きいたからである。 9この時ときアッスリヤの王おうはエチオピヤの王おうテルハカについて、「彼かれはあなたと戦たたかうために出でてきた」と人々ひとびとがいうのを聞きいたので、再ふたたび使者ししゃをヒゼキヤにつかわして言いった、 10「ユダの王おうヒゼキヤにこう言いいなさい、『あなたは、エルサレムはアッスリヤの王おうの手てに陥おちいることはない、と言いうあなたの信頼しんらいする神かみに欺あざむかれてはならない。 11あなたはアッスリヤの王おうたちがもろもろの国々くにぐににした事こと、彼かれらを全まったく滅ほろぼした事ことを聞きいている。どうしてあなたが救すくわれることができようか。 12わたしの父ちちたちはゴザン、ハラン、レゼフ、およびテラサルにいたエデンの人々ひとびとを滅ほろぼしたが、その国々くにぐにの神々かみがみは彼かれらを救すくったか。 13ハマテの王おう、アルパデの王おう、セパルワイムの町まちの王おう、ヘナの王おうおよびイワの王おうはどこにいるのか』」。
    


    
      14ヒゼキヤは使者ししゃの手てから手紙てがみを受うけ取とってそれを読よみ、主しゅの宮みやにのぼっていって、主しゅの前まえにそれをひろげ、 15そしてヒゼキヤは主しゅの前まえに祈いのって言いった、「ケルビムの上うえに座ざしておられるイスラエルの神かみ、主しゅよ、地ちのすべての国くにのうちで、ただあなただけが神かみでいらせられます。あなたは天てんと地ちを造つくられました。 16主しゅよ、耳みみを傾かたむけて聞きいてください。主しゅよ、目めを開ひらいてごらんください。セナケリブが生いける神かみをそしるために書かき送おくった言葉ことばをお聞ききください。 17主しゅよ、まことにアッスリヤの王おうたちはもろもろの民たみとその国々くにぐにを滅ほろぼし、 18またその神々かみがみを火ひに投なげ入いれました。それらは神かみではなく、人ひとの手ての作つくったもので、木きや石いしだから滅ほろぼされたのです。 19われわれの神かみ、主しゅよ、どうぞ、今いまわれわれを彼かれの手てから救すくい出だしてください。そうすれば地ちの国々くにぐには皆みな、主しゅであるあなただけが神かみでいらせられることを知しるようになるでしょう」。 20その時ときアモツの子こイザヤは人ひとをつかわしてヒゼキヤに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、『アッスリヤの王おうセナケリブについてあなたがわたしに祈いのったことは聞きいた』。 21主しゅが彼かれについて語かたられた言葉ことばはこうである、

      
        『処女しょじょであるシオンの娘むすめは

        あなたを侮あなどり、あなたをあざける。

        エルサレムの娘むすめは

        あなたのうしろで頭あたまを振ふる。

        22あなたはだれをそしり、だれをののしったのか。

        あなたはだれにむかって声こえをあげ、

        目めを高たかくあげたのか。

        イスラエルの聖者せいじゃにむかってしたのだ。

        23あなたは使者ししゃをもって主しゅをそしって言いった、

        「わたしは多おおくの戦車せんしゃをひきいて山々やまやまの頂いただきにのぼり、

        レバノンの奥おくに行いき、

        たけの高たかい香柏こうはくと最もっとも良よいいとすぎを切きり倒たおし、

        またその果はての野営やえい地ちに行いき、

        その密林みつりんにはいった。

        24わたしは井戸いどを掘ほって外国がいこくの水みずを飲のんだ。

        わたしは足あしの裏うらで、

        エジプトのすべての川かわを踏ふみからした」。

        25あなたは聞きかなかったか、

        昔むかしわたしがこれを定さだめたことを。

        堅固けんごな町々まちまちをあなたが荒塚あらつかとすることも、

        いにしえの日ひからわたしが計画けいかくして

        今いまこれをおこなうのだ。

        26そのうちに住すむ民たみは力ちから弱よわくおののき、恥はじをいだいて、

        野のの草くさのように、青菜あおなのようになり、

        育そだたないで枯かれる屋根やねの草くさのようになった。

        27わたしはあなたのすわること、出入でいりすること、

        わたしにむかって怒いかり叫さけんだことをも知しっている。

        28あなたがわたしにむかって怒いかり叫さけんだことと、

        あなたの高慢こうまんがわたしの耳みみにはいったため、

        わたしはあなたの鼻はなに輪わをつけ、

        あなたの口くちにくつわをはめて、

        あなたをもときた道みちへ引ひきもどすであろう』。

      

    


    
      29『あなたに与あたえるしるしはこれである。すなわち、ことしは落おち穂ぼからはえたものを食たべ、二年ねん目めにはまたその落おち穂ぼからはえたものを食たべ、三年ねん目めには種たねをまき、刈かり入いれ、ぶどう畑はたけを作つくってその実みを食たべるであろう。 30ユダの家いえののがれて残のこる者ものは再ふたたび下したに根ねを張はり、上うえに実みを結むすぶであろう。 31すなわち残のこる者ものがエルサレムから出でてき、のがれた者ものがシオンの山やまから出でて来くるであろう。主しゅの熱心ねっしんがこれをされるであろう』。
    


    
      32それゆえ、主しゅはアッスリヤの王おうについて、こう仰おおせられる、『彼かれはこの町まちにこない、またここに矢やを放はなたない、盾たてをもってその前まえに来くることなく、また塁るいを築きずいてこれを攻せめることはない。 33彼かれは来きた道みちを帰かえって、この町まちに、はいることはない。主しゅがこれを言いう。 34わたしは自分じぶんのため、またわたしのしもべダビデのためにこの町まちを守まもって、これを救すくうであろう』」。
    


    
      35その夜よる、主しゅの使つかいが出でて、アッスリヤの陣営じんえいで十八万五千人にんを撃うち殺ころした。人々ひとびとが朝あさ早はやく起おきて見みると、彼かれらは皆みな、死体したいとなっていた。 36アッスリヤの王おうセナケリブは立たち去さり、帰かえって行いってニネベにいたが、 37その神かみニスロクの神殿しんでんで礼拝れいはいしていた時とき、その子こアデランメレクとシャレゼルが、つるぎをもって彼かれを殺ころし、ともにアララテの地ちへ逃にげて行いった。そこでその子こエサルハドンが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1そのころ、ヒゼキヤは病気びょうきになって死しにかかっていた。アモツの子こ預言者よげんしゃイザヤは彼かれのところにきて言いった、「主しゅはこう仰おおせられます、『家いえの人ひとに遺言ゆいごんをなさい。あなたは死しにます。生いきながらえることはできません』」。 2そこでヒゼキヤは顔かおを壁かべに向むけて主しゅに祈いのって言いった、 3「ああ主しゅよ、わたしが真実しんじつを真心まごころをもってあなたの前まえに歩あゆみ、あなたの目めにかなうことをおこなったのをどうぞ思おもい起おこしてください」。そしてヒゼキヤは激はげしく泣ないた。 4イザヤがまだ中庭なかにわを出でないうちに主しゅの言葉ことばが彼かれに臨のぞんだ、 5「引ひき返かえして、わたしの民たみの君きみヒゼキヤに言いいなさい、『あなたの父ちちダビデの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、わたしはあなたの祈いのりを聞きき、あなたの涙なみだを見みた。見みよ、わたしはあなたをいやす。三日か目めにはあなたは主しゅの宮みやに上のぼるであろう。 6かつ、わたしはあなたのよわいを十五年ねん増ます。わたしはあなたと、この町まちとをアッスリヤの王おうの手てから救すくい、わたしの名なのため、またわたしのしもべダビデのためにこの町まちを守まもるであろう』」。 7そしてイザヤは言いった、「干ほしいちじくのひとかたまりを持もってきて、それを腫物はれものにつけさせなさい。そうすれば直なおるでしょう」。
    


    
      8ヒゼキヤはイザヤに言いった、「主しゅがわたしをいやされる事ことと、三日か目めにわたしが主しゅの家いえに上のぼることについて、どんなしるしがありましょうか」。 9イザヤは言いった、「主しゅが約束やくそくされたことを行おこなわれることについては、主しゅからこのしるしを得えられるでしょう。すなわち日影ひかげが十度ど進すすむか、あるいは十度ど退しりぞくかです」。 10ヒゼキヤは答こたえた、「日影ひかげが十度ど進すすむことはたやすい事ことです。むしろ日影ひかげを十度ど退しりぞかせてください」。 11そこで預言者よげんしゃイザヤが主しゅに呼よばわると、アハズの日ひ時とき計の上うえに進すすんだ日影ひかげを、十度ど退しりぞかせられた。
    


    
      12そのころ、バラダンの子こであるバビロンの王おうメロダクバラダンは、手紙てがみと贈おくり物ものを持もたせて使節しせつをヒゼキヤにつかわした。これはヒゼキヤが病やんでいることを聞きいたからである。 13ヒゼキヤは彼かれらを喜よろこび迎むかえて、宝物ほうもつの蔵くら、金銀きんぎん、香料こうりょう、貴重きちょうな油あぶらおよび武器ぶき倉くら、ならびにその倉庫そうこにあるすべての物ものを彼かれらに見みせた。家いえにある物ものも、国くににある物ものも、ヒゼキヤが彼かれらに見みせない物ものは一つもなかった。 14その時とき、預言者よげんしゃイザヤはヒゼキヤ王おうのもとにきて言いった、「あの人々ひとびとは何なにを言いいましたか。どこからきたのですか」。ヒゼキヤは言いった、「彼かれらは遠とおい国くにから、バビロンからきたのです」。 15イザヤは言いった、「彼かれらはあなたの家いえで何なにを見みましたか」。ヒゼキヤは答こたえて言いった、「わたしの家いえにある物ものを皆みな見みました。わたしの倉庫そうこのうちには、わたしが彼かれらに見みせない物ものは一つもありません」。
    


    
      16そこでイザヤはヒゼキヤに言いった、「主しゅの言葉ことばを聞ききなさい、 17『主しゅは言いわれる、見みよ、すべてあなたの家いえにある物もの、および、あなたの先祖せんぞたちが今日こんにちまでに積つみたくわえた物ものの、バビロンに運はこび去さられる日ひが来くる。何なにも残のこるものはないであろう。 18また、あなたの身みから出でるあなたの子こたちも連つれ去さられ、バビロンの王おうの宮殿きゅうでんで宦官かんがんとなるであろう』」。 19ヒゼキヤはイザヤに言いった、「あなたが言いわれた主しゅの言葉ことばは結構けっこうです」。彼かれは「せめて自分じぶんが世よにあるあいだ、平和へいわと安全あんぜんがあれば良よいことではなかろうか」と思おもったからである。
    


    
      20ヒゼキヤのその他たの事績じせきとその武勇ぶゆうおよび、彼かれが貯水池ちょすいちと水道すいどうを作つくって、町まちに水みずを引ひいた事ことは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 21ヒゼキヤはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、その子こマナセが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1マナセは十二歳さいで王おうとなり、五十五年ねんの間あいだ、エルサレムで世よを治おさめた。母ははの名なはヘフジバといった。 2マナセは主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえから追おい払はらわれた国々くにぐにの民たみの憎にくむべきおこないにならって、主しゅの目めの前まえに悪あくをおこなった。 3彼かれは父ちちヒゼキヤがこわした高たかき所ところを建たて直なおし、またイスラエルの王おうアハブがしたようにバアルのために祭壇さいだんを築きずき、アシラ像ぞうを造つくり、かつ天てんの万象ばんしょうを拝おがんで、これに仕つかえた。 4また主しゅの宮みやのうちに数個すうこの祭壇さいだんを築きずいた。これは主しゅが「わたしの名なをエルサレムに置おこう」と言いわれたその宮みやである。 5彼かれはまた主しゅの宮みやの二つの庭にわに天てんの万象ばんしょうのために祭壇さいだんを築きずいた。 6またその子こを火ひに焼やいてささげ物ものとし、占うらないをし、魔術まじゅつを行おこない、口寄くちよせと魔法使まほうつかいを用もちい、主しゅの目めの前まえに多おおくの悪あくを行いって、主しゅの怒いかりを引ひき起おこした。 7彼かれはまたアシラの彫像ちょうぞうを作つくって主しゅの宮みやに置おいた。主しゅはこの宮みやについてダビデとその子こソロモンに言いわれたことがある、「わたしはこの宮みやと、わたしがイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちから選えらんだエルサレムとに、わたしの名なを永遠えいえんに置おく。 8もし、彼かれらがわたしが命めいじたすべての事こと、およびわたしのしもべモーセが命めいじたすべての律法りっぽうを守まもり行おこなうならば、イスラエルの足あしを、わたしが彼かれらの先祖せんぞたちに与あたえた地ちから、重かさねて迷まよい出ださせないであろう」。 9しかし彼かれらは聞ききいれなかった。マナセが人々ひとびとをいざなって悪あくを行おこなったことは、主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえに滅ほろぼされた国々くにぐにの民たみよりもはなはだしかった。
    


    
      10そこで主しゅはそのしもべである預言者よげんしゃたちによって言いわれた、 11「ユダの王おうマナセがこれらの憎にくむべき事ことを行おこない、彼かれの先さきにあったアモリびとの行いったすべての事ことよりも悪わるい事ことを行おこない、またその偶像ぐうぞうをもってユダに罪つみを犯おかさせたので、 12イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、見みよ、わたしはエルサレムとユダに災わざわいをくだそうとしている。これを聞きく者ものは、その耳みみが二つながら鳴なるであろう。 13わたしはサマリヤをはかった測はかりなわと、アハブの家いえに用もちいた下さげ振ふりをエルサレムにほどこし、人ひとが皿さらをぬぐい、これをぬぐって伏ふせるように、エルサレムをぬぐい去さる。 14わたしは、わたしの嗣し業ぎょうの民たみの残のこりを捨すて、彼かれらを敵てきの手てに渡わたす。彼かれらはもろもろの敵てきのえじきとなり、略奪りゃくだつにあうであろう。 15これは彼かれらの先祖せんぞたちがエジプトを出でた日ひから今日こんにちに至いたるまで、彼かれらがわたしの目めの前まえに悪あくを行いって、わたしを怒いからせたためである」。
    


    
      16マナセはまた主しゅの目めの前まえに悪あくを行いって、ユダに罪つみを犯おかさせたその罪つみのほかに、罪つみなき者ものの血ちを多おおく流ながして、エルサレムのこの果はてから、かの果はてにまで満みたした。
    


    
      17マナセのその他たの事績じせきと、彼かれがおこなったすべての事ことおよびその犯おかした罪つみは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 18マナセは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、その家いえの園そのすなわちウザの園そのに葬ほうむられ、その子こアモンが代かわって王おうとなった。
    


    
      19アモンは王おうとなった時とき二十二歳さいであって、エルサレムで二年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。母はははヨテバのハルツの娘むすめで、名なをメシュレメテといった。 20アモンはその父ちちマナセのおこなったように、主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなった。 21すなわち彼かれはすべてその父ちちの歩あゆんだ道みちに歩あゆみ、父ちちの仕つかえた偶像ぐうぞうに仕つかえて、これを拝おがみ、 22先祖せんぞたちの神かみ、主しゅを捨すてて、主しゅの道みちに歩あゆまなかった。 23アモンの家来けらいたちはついに彼かれに敵てきして徒党ととうを結むすび、王おうをその家いえで殺ころしたが、 24国くにの民たみは、アモン王おうに敵てきして徒党ととうを結むすんだ者ものをことごとく撃うち殺ころした。そして国くにの民たみはアモンの子こヨシヤを王おうとしてアモンに代かわらせた。 25アモンのその他たの事績じせきは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 26アモンはウザの園そのにある墓はかに葬ほうむられ、その子こヨシヤが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1ヨシヤは八歳さいで王おうとなり、エルサレムで三十一年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。母はははボヅカテのアダヤの娘むすめで、名なをエデダといった。 2ヨシヤは主しゅの目めにかなう事ことを行おこない、先祖せんぞダビデの道みちに歩あゆんで右みぎにも左ひだりにも曲まがらなかった。
    


    
      3ヨシヤ王おうの第だい十八年ねんに王おうはメシュラムの子こアザリヤの子こである書記官しょきかんシャパンを主しゅの宮みやにつかわして言いった、 4「大だい祭司さいしヒルキヤのもとへのぼって行いって、主しゅに宮みやにはいってきた銀ぎん、すなわち門もんを守まもる者ものが民たみから集あつめたものの総額そうがくを彼かれに数かぞえさせ、 5それを工事こうじをつかさどる主しゅの宮みやの監督かんとく者ものの手てに渡わたさせ、彼かれらから主しゅの宮みやで工事こうじをする者ものにそれを渡わたして、宮みやの破やぶれを繕つくろわせなさい。 6すなわち木工もっこうと建築けんちく師しと石工いしくにそれを渡わたし、また宮みやを繕つくろう材木ざいもくと切きり石いしを買かわせなさい。 7ただし彼かれらは正直しょうじきに事ことを行おこなうから、彼かれらに渡わたした銀ぎんについては彼かれらと計算けいさんするに及およばない」。
    


    
      8その時とき大だい祭司さいしヒルキヤは書記官しょきかんシャパンに言いった、「わたしは主しゅの宮みやで律法りっぽうの書しょを見みつけました」。そしてヒルキヤがその書物しょもつをシャパンに渡わたしたので、彼かれはそれを読よんだ。 9書記官しょきかんシャパンは王おうのもとへ行いき、王おうに報告ほうこくして言いった、「しもべどもは宮みやにあった銀ぎんを皆みな出だして、それを工事こうじをつかさどる主しゅの宮みやの監督かんとく者ものの手てに渡わたしました」。 10書記官しょきかんシャパンはまた王おうに告つげて「祭司さいしヒルキヤはわたしに一つの書物しょもつを渡わたしました」と言いい、それを王おうの前まえで読よんだ。
    


    
      11王おうはその律法りっぽうの書しょの言葉ことばを聞きくと、その衣ころもを裂さいた。 12そして王おうは祭司さいしヒルキヤと、シャパンの子こアヒカムと、ミカヤの子こアクボルと、書記官しょきかんシャパンと、王おうの大臣だいじんアサヤとに命めいじて言いった、 13「あなたがたは行いって、この見みつかった書物しょもつの言葉ことばについて、わたしのため、民たみのため、またユダ全国ぜんこくのために主しゅに尋たずねなさい。われわれの先祖せんぞたちがこの書物しょもつの言葉ことばに聞きき従したがわず、すべてわれわれについてしるされている事ことを行おこなわなかったために、主しゅはわれわれにむかって、大おおいなる怒いかりを発はっしておられるからです」。
    


    
      14そこで祭司さいしヒルキヤ、アヒカム、アクボル、シャパンおよびアサヤはシャルムの妻つまである女おんな預言者よげんしゃホルダのもとへ行いった。シャルムはハルハスの子こであるテクワの子こで、衣装いしょうべやを守まもる者ものであった。その時ときホルダはエルサレムの下町したまちに住すんでいた。彼かれらがホルダに告つげたので、 15ホルダは彼かれらに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられます、『あなたがたをわたしにつかわした人ひとに言いいなさい。 16主しゅはこう言いわれます、見みよ、わたしはユダの王おうが読よんだあの書物しょもつのすべての言葉ことばにしたがって、災わざわいをこの所ところと、ここに住すんでいる民たみに下くだそうとしている。 17彼かれらがわたしを捨すてて他たの神々かみがみに香こうをたき、自分じぶんたちの手てで作つくったもろもろの物ものをもって、わたしを怒いからせたからである。それゆえ、わたしはこの所ところにむかって怒いかりの火ひを発はっする。これは消きえることがないであろう』。 18ただし主しゅに尋たずねるために、あなたがたをつかわしたユダの王おうにはこう言いいなさい、『あなたが聞きいた言葉ことばについてイスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられます、 19あなたは、わたしがこの所ところと、ここに住すんでいる民たみにむかって、これは荒あれ地ちとなり、のろいとなるであろうと言いうのを聞きいた時とき、心こころに悔くい、主しゅの前まえにへりくだり、衣ころもを裂さいてわたしの前まえに泣ないたゆえ、わたしもまたあなたの言いうことを聞きいたのであると主しゅは言いわれる。 20それゆえ、見みよ、わたしはあなたを先祖せんぞたちのもとに集あつめる。あなたは安やすらかに墓はかに集あつめられ、わたしがこの所ところに下くだすもろもろの災わざわいを目めに見みることはないであろう』」。彼かれらはこの言葉ことばを王おうに持もち帰かえった。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1そこで王おうは人ひとをつかわしてユダとエルサレムの長老ちょうろうたちをことごとく集あつめた。 2そして王おうはユダのもろもろの人々ひとびとと、エルサレムのすべての住民じゅうみんおよび祭司さいし、預言者よげんしゃならびに大小だいしょうのすべての民たみを従したがえて主しゅの宮みやにのぼり、主しゅの宮みやで見みつかった契約けいやくの書しょの言葉ことばをことごとく彼かれらに読よみ聞きかせた。 3次ついで王おうは柱はしらのかたわらに立たって、主しゅの前まえに契約けいやくを立たて、主しゅに従したがって歩あゆみ、心こころをつくし精神せいしんをつくして、主しゅの戒いましめと、あかしと、定さだめとを守まもり、この書物しょもつにしるされているこの契約けいやくの言葉ことばを行おこなうことを誓ちかった。民たみは皆みなその契約けいやくに加くわわった。
    


    
      4こうして王おうは大だい祭司さいしヒルキヤと、それに次つぐ祭司さいしたちおよび門もんを守まもる者ものどもに命めいじて、主しゅの神殿しんでんからバアルとアシラと天てんの万象ばんしょうとのために作つくったもろもろの器うつわを取とり出ださせ、エルサレムの外そとのキデロンの野のでそれを焼やき、その灰はいをベテルに持もって行いかせた。 5また、ユダの町々まちまちとエルサレムの周囲しゅういにある高たかき所ところで香こうをたくためにユダの王おうたちが任命にんめいした祭司さいしたちを廃はいし、またバアルと日ひと月つきと星宿せいしゅくと天てんの万象ばんしょうとに香こうをたく者ものどもをも廃はいした。 6彼かれはまた主しゅの宮みやからアシラ像ぞうを取とり出だし、エルサレムの外そとのキデロン川かわに持もって行いって、キデロン川かわでそれを焼やき、それを打うち砕くだいて粉こなとし、その粉こなを民たみの墓はかに投なげすてた。 7また主しゅの宮みやにあった神殿しんでん男娼だんしょうの家いえをこわした。そこは女おんなたちがアシラ像ぞうのために掛かけ幕まくを織おる所ところであった。 8彼かれはまたユダの町々まちまちから祭司さいしをことごとく召めしよせ、また祭司さいしが香こうをたいたゲバからベエルシバまでの高たかき所ところを汚けがし、また門もんにある高たかき所ところをこわした。これらの高たかき所ところは町まちのつかさヨシュアの門もんの入口いりぐちにあり、町まちの門もんにはいる人ひとの左ひだりにあった。 9高たかき所ところの祭司さいしたちはエルサレムで主しゅの祭壇さいだんにのぼることをしなかったが、その兄弟きょうだいたちのうちにあって種たね入いれぬパンを食たべた。 10王おうはまた、だれもそのむすこ娘むすめを火ひに焼やいて、モレクにささげ物ものとすることのないように、ベンヒンノムの谷たににあるトペテを汚けがした。 11またユダの王おうたちが太陽たいようにささげて主しゅの宮みやの門もんに置おいた馬うまを、境内けいだいにある侍従じじゅうナタンメレクのへやのかたわらに移うつし、太陽たいようの車くるまを火ひで焼やいた。 12また王おうはユダの王おうたちがアハズの高殿たかどのの屋上おくじょうに造つくった祭壇さいだんと、マナセが主しゅの宮みやの二つの庭にわに造つくった祭壇さいだんとをこわして、それを打うち砕くだき、砕くだけたものをキデロン川かわに投なげすてた。 13また王おうはイスラエルの王おうソロモンが昔むかしシドンびとの憎にくむべき者ものアシタロテと、モアブびとの憎にくむべき者ものケモシと、アンモンの人々ひとびとの憎にくむべき者ものミルコムのためにエルサレムの東ひがし、滅亡めつぼうの山やまの南みなみに築きずいた高たかき所ところを汚けがした。 14またもろもろの石柱せきちゅうを打うち砕くだき、アシラ像ぞうを切きり倒たおし、人ひとの骨ほねをもってその所ところを満みたした。
    


    
      15また、ベテルにある祭壇さいだんと、イスラエルに罪つみを犯おかさせたネバテの子こヤラベアムが造つくった高たかき所ところ、すなわちその祭壇さいだんと高たかき所ところとを彼かれはこわし、その石いしを打うち砕くだいて粉こなとし、かつアシラ像ぞうを焼やいた。 16そしてヨシヤは身みをめぐらして山やまに墓はかのあるのを見み、人ひとをつかわしてその墓はかから骨ほねを取とらせ、それをその祭壇さいだんの上うえで焼やいて、それを汚けがした。昔むかし、神かみの人ひとが主しゅの言葉ことばとしてこの事ことを呼よばわり告つげたが、そのとおりになった。 17その時ときヨシヤは「あそこに見みえる石碑せきひは何なにか」と尋たずねた。町まちの人々ひとびとが彼かれに「あれはあなたがベテルの祭壇さいだんに対たいして行おこなわれたこれらの事ことを、ユダからきて預言よげんした神かみの人ひとの墓はかです」と言いったので、 18彼かれは言いった、「そのままにして置おきなさい。だれもその骨ほねを移うつしてはならない」。それでその骨ほねと、サマリヤからきた預言者よげんしゃの骨ほねには手てをつけなかった。 19またイスラエルの王おうたちがサマリヤの町々まちまちに造つくって、主しゅを怒いからせた高たかき所ところの家いえも皆みなヨシヤは取とり除のぞいて、彼かれがすべてベテルに行いったようにこれに行いった。 20彼かれはまた、そこにあった高たかき所ところの祭司さいしたちを皆みな祭壇さいだんの上うえで殺ころし、人ひとの骨ほねを祭壇さいだんの上うえで焼やいた。こうして彼かれはエルサレムに帰かえった。
    


    
      21そして王おうはすべての民たみに命めいじて、「あなたがたはこの契約けいやくの書しょにしるされているように、あなたがたの神かみ、主しゅに過越すぎこしの祭まつりを執とり行おこないなさい」と言いった。 22さばきづかさがイスラエルをさばいた日ひからこのかた、またイスラエルの王おうたちとユダの王おうたちの世よにも、このような過越すぎこしの祭まつりを執とり行おこなったことはなかったが、 23ヨシヤ王おうの第だい十八年ねんに、エルサレムでこの過越すぎこしの祭まつりを主しゅに執とり行おこなったのである。
    


    
      24ヨシヤはまた祭司さいしヒルキヤが主しゅの宮みやで見みつけた書物しょもつにしるされている律法りっぽうの言葉ことばを確実かくじつに行おこなうために、口寄くちよせと占うらない師しと、テラピムと偶像ぐうぞうおよびユダの地ちとエルサレムに見みられるもろもろの憎にくむべき者ものを取とり除のぞいた。 25ヨシヤのように心こころをつくし、精神せいしんをつくし、力ちからをつくしてモーセのすべての律法りっぽうにしたがい、主しゅに寄より頼たよんだ王おうはヨシヤの先さきにはなく、またその後のちにも彼かれのような者ものは起おこらなかった。
    


    
      26けれども主しゅはなおユダにむかって発はっせられた激はげしい大おおいなる怒いかりをやめられなかった。これはマナセがもろもろの腹はらだたしい行おこないをもって主しゅを怒いからせたためである。 27それゆえ主しゅは言いわれた、「わたしはイスラエルを移うつしたように、ユダをもわたしの目めの前まえから移うつし、わたしが選えらんだこのエルサレムの町まちと、わたしの名なをそこに置おこうと言いったこの宮みやとを捨すてるであろう」。
    


    
      28ヨシヤのその他たの事績じせきと、彼かれが行いったすべての事ことは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 29ヨシヤの世よにエジプトの王おうパロ・ネコが、アッスリヤの王おうのところへ行いこうと、ユフラテ川かわをさして上のぼってきたので、ヨシヤ王おうは彼かれを迎むかえ撃うとうと出でて行いったが、パロ・ネコは彼かれを見みるや、メギドにおいて彼かれを殺ころした。 30その家来けらいたちは彼かれの死体したいを車くるまに載のせ、メギドからエルサレムに運はこんで彼かれの墓はかに葬ほうむった。国くにの民たみはヨシヤの子こエホアハズを立たて、彼かれに油あぶらを注そそぎ、王おうとして父ちちに代かわらせた。
    


    
      31エホアハズは王おうとなった時とき二十三歳さいで、エルサレムで三か月げつの間あいだ、世よを治おさめた。母はははリブナのエレミヤの娘むすめで、名なをハムタルといった。 32エホアハズは先祖せんぞたちがすべて行いったように主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなったが、 33パロ・ネコは彼かれをハマテの地ちのリブラにつないで置おいて、エルサレムで世よを治おさめることができないようにした。また銀ぎん百タラントと金きん一タラントのみつぎを国くにに課かした。 34そしてパロ・ネコはヨシヤの子こエリアキムを父ちちヨシヤに代かわって王おうとならせ、名なをエホヤキムと改あらため、エホアハズをエジプトへ引ひいて行いった。エホアハズはエジプトへ行いってそこで死しんだ。 35エホヤキムは金銀きんぎんをパロに送おくった。しかし彼かれはパロの命いのちに従したがって金かねを送おくるために国くにに税ぜいを課かし、国くにの民たみおのおのからその課税かぜいにしたがって金銀きんぎんをきびしく取とり立たてて、それをパロ・ネコに送おくった。
    


    
      36エホヤキムは二十五歳さいで王おうとなり、エルサレムで十一年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。母はははルマのペダヤの娘むすめで、名なをゼビダといった。 37エホヤキムは先祖せんぞたちがすべて行いったように主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなった。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1エホヤキムの世よにバビロンの王おうネブカデネザルが上のぼってきたので、エホヤキムは彼かれに隷属れいぞくして三年ねんを経へたが、ついに翻ひるがえって彼かれにそむいた。 2主しゅはカルデヤびとの略奪りゃくだつ隊たい、スリヤびとの略奪りゃくだつ隊たい、モアブびとの略奪りゃくだつ隊たい、アンモンびとの略奪りゃくだつ隊たいをつかわしてエホヤキムを攻せめられた。すなわちユダを攻せめ、これを滅ほろぼすために彼かれらをつかわされた。主しゅがそのしもべである預言者よげんしゃたちによって語かたられた言葉ことばのとおりである。 3これは全まったく主しゅの命いのちによってユダに臨のぞんだもので、ユダを主しゅの目めの前まえから払はらい除のぞくためであった。すなわちマナセがすべておこなったその罪つみのため、 4また彼かれが罪つみなき人ひとの血ちを流ながし、罪つみなき人ひとの血ちをエルサレムに満みたしたためであって、主しゅはその罪つみをゆるそうとはされなかった。 5エホヤキムのその他たの事績じせきと、彼かれがおこなったすべての事ことは、ユダの王おうの歴代志れきだいしの書しょにしるされているではないか。 6エホヤキムは先祖せんぞたちとともに眠ねむり、その子こエホヤキンが代かわって王おうとなった。 7エジプトの王おうは再ふたたびその国くにから出でてこなかった。バビロンの王おうがエジプトの川かわからユフラテ川かわまで、すべてエジプトの王おうに属ぞくするものを取とったからである。
    


    
      8エホヤキンは王おうとなった時とき十八歳さいで、エルサレムで三か月げつの間あいだ、世よを治おさめた。母はははエルサレムのエルナタンの娘むすめで、名なをネホシタといった。 9エホヤキンはすべてその父ちちがおこなったように主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなった。
    


    
      10そのころ、バビロンの王おうネブカデネザルの家来けらいたちはエルサレムに攻せめ上のぼって、町まちを囲かこんだ。 11その家来けらいたちが町まちを囲かこんでいたとき、バビロンの王おうネブカデネザルもまた町まちに攻せめてきた。 12ユダの王おうエホヤキンはその母はは、その家来けらい、そのつかさたち、および侍従じじゅうたちと共ともに出でて、バビロンの王おうに降服こうふくしたので、バビロンの王おうは彼かれを捕虜ほりょとした。これはネブカデネザルの治世ちせいの第だい八年ねんであった。 13彼かれはまた主しゅの宮みやのもろもろの宝物ほうもつおよび王おうの家いえの宝物ほうもつをことごとく持もち出だし、イスラエルの王おうソロモンが造つくって主しゅの神殿しんでんに置おいたもろもろの金きんの器うつわを切きりこわした。主しゅが言いわれたとおりである。 14彼かれはまたエルサレムのすべての市民しみん、およびすべてのつかさとすべての勇士ゆうし、ならびにすべての木工もっこうと鍛冶かじ一万人にんを捕とらえて行いった。残のこった者ものは国くにの民たみの貧まずしい者もののみであった。 15さらに彼かれはエホヤキンをバビロンに捕とらえて行いき、また王おうの母はは、王おうの妻つまたち、および侍従じじゅうと国くにのうちのおもな人々ひとびとをも、エルサレムからバビロンへ捕とらえて行いった。 16またバビロンの王おうはすべて勇敢ゆうかんな者もの七千人にん、木工もっこうと鍛冶かじ一千人にんならびに強つよくて良よく戦たたかう者ものをみな捕とらえてバビロンへ連つれて行いった。 17そしてバビロンの王おうはエホヤキンの父ちちの兄弟きょうだいマッタニヤを王おうとしてエホヤキンに代かえ、名なをゼデキヤと改あらためた。
    


    
      18ゼデキヤは二十一歳さいで王おうとなり、エルサレムで十一年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。母はははリブナのエレミヤの娘むすめで、名なをハムタルといった。 19ゼデキヤはすべてエホヤキムがおこなったように主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなった。 20エルサレムとユダにこのような事ことの起たったのは主しゅの怒いかりによるので、主しゅはついに彼かれらをみ前まえから払はらいすてられた。
    


    
      さてゼデキヤはバビロンの王おうにそむいた。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1そこでゼデキヤの治世ちせいの第だい九年ねんの十月がつ十日かに、バビロンの王おうネブカデネザルはもろもろの軍勢ぐんぜいを率ひきい、エルサレムにきて、これにむかって陣じんを張はり、周囲しゅういにとりでを築きずいてこれを攻せめた。 2こうして町まちは囲かこまれて、ゼデキヤ王おうの第だい十一年ねんにまで及およんだが、 3その四月がつ九日かになって、町まちのうちにききんが激はげしくなり、その地ちの民たみに食物しょくもつがなくなった。 4町まちの一角いっかくがついに破やぶれたので、王おうはすべての兵士へいしとともに、王おうの園そののかたわらにある二つの城壁じょうへきのあいだの門もんの道みちから夜よるのうちに逃にげ出だして、カルデヤびとが町まちを囲かこんでいる間あいだに、アラバの方ほうへ落おち延のびた。 5しかしカルデヤびとの軍勢ぐんぜいは王おうを追おい、エリコの平地へいちで彼かれに追おいついた。彼かれの軍勢ぐんぜいはみな彼かれを離はなれて散ちり去さったので、 6カルデヤびとは王おうを捕とらえ、彼かれをリブラにいるバビロンの王おうのもとへ引ひいていって彼かれの罪つみを定さだめ、 7ゼデキヤの子こたちをゼデキヤの目めの前まえで殺ころし、ゼデキヤの目めをえぐり、足あしかせをかけてバビロンへ連つれて行いった。
    


    
      8バビロンの王おうネブカデネザルの第だい十九年ねんの五月ごがつ七日なぬかに、バビロンの王おうの臣しん、侍衛じえいの長ちょうネブザラダンがエルサレムにきて、 9主しゅの宮みやと王おうの家いえとエルサレムのすべての家いえを焼やいた。すなわち火ひをもってすべての大おおきな家いえを焼やいた。 10また侍衛じえいの長ちょうと共ともにいたカルデヤびとのすべての軍勢ぐんぜいはエルサレムの周囲しゅういの城壁じょうへきを破壊はかいした。 11そして侍衛じえいの長ちょうネブザラダンは、町まちに残のこされた民たみおよびバビロン王おうに降服こうふくした者ものと残のこりの群衆ぐんしゅうを捕とらえ移うつした。 12ただし侍衛じえいの長ちょうはその地ちの貧まずしい者ものを残のこして、ぶどうを作つくる者ものとし、農夫のうふとした。
    


    
      13カルデヤびとはまた主しゅの宮みやの青銅せいどうの柱はしらと、主しゅの宮みやの洗盤せんばんの台だいと、青銅せいどうの海うみを砕くだいて、その青銅せいどうをバビロンに運はこび、 14またつぼと、十能じゅうのうと、心切しんきりばさみと、香こうを盛もる皿さらおよびすべて神殿しんでんの務つとめに用もちいる青銅せいどうの器うつわ、 15また心取しんとり皿ざらと鉢はちを取とり去さった。侍衛じえいの長ちょうはまた金きんで作つくった物ものと銀ぎんで作つくった物ものを取とり去さった。 16ソロモンが主しゅの宮みやのために造つくった二つの柱はしらと、一つの海うみと洗盤せんばんの台だいなど、これらのもろもろの器うつわの青銅せいどうの重おもさは量はかることができなかった。 17一つの柱はしらの高たかさは十八キュビトで、その上うえに青銅せいどうの柱頭ちゅうとうがあり、柱頭ちゅうとうの高たかさは三キュビトで、柱頭ちゅうとうの周囲しゅういに網あみ細工さいくとざくろがあって、みな青銅せいどうであった。他たの柱はしらもその網あみ細工さいくもこれと同おなじであった。
    


    
      18侍衛じえいの長ちょうは祭司さいし長ちょうセラヤと次席じせきの祭司さいしゼパニヤと三人にんの門もんを守まもる者ものを捕とらえ、 19また兵士へいしをつかさどるひとりの役人やくにんと、王おうの前まえにはべる者もののうち、町まちで見みつかった者もの五人にんと、その地ちの民たみを募つのった軍勢ぐんぜいの長ちょうの書記官しょきかんと、町まちで見みつかったその地ちの民たみ六十人にんを町まちから捕とらえ去さった。 20侍衛じえいの長ちょうネブザラダンは彼かれらを捕とらえて、リブラにいるバビロンの王おうのもとへ連つれて行いったので、 21バビロンの王おうはハマテの地ちのリブラで彼かれらを撃うち殺ころした。このようにしてユダはその地ちから捕とらえ移うつされた。
    


    
      22さてバビロンの王おうネブカデネザルはユダの地ちに残のこしてとどまらせた民たみの上うえに、シャパンの子こアヒカムの子こであるゲダリヤを立たてて総督そうとくとした。 23時ときに軍勢ぐんぜいの長ちょうたちおよびその部下ぶかの人々ひとびとは、バビロンの王おうがゲダリヤを総督そうとくとしたことを聞きいて、ミヅパにいるゲダリヤのもとにきた。すなわちネタニヤの子こイシマエル、カレヤの子こヨハナン、ネトパびとタンホメテの子こセラヤ、マアカびとの子こヤザニヤおよびその部下ぶかの人々ひとびとがゲダリヤのもとにきた。 24ゲダリヤは彼かれらとその部下ぶかの人々ひとびとに誓ちかって言いった、「あなたがたはカルデヤびとのしもべとなることを恐おそれてはならない。この地ちに住すんで、バビロンの王おうに仕つかえなさい。そうすればあなたがたは幸福こうふくを得えるでしょう」。 25ところが七月がつになって、王おうの血統けっとうのエリシャマの子こであるネタニヤの子こイシマエルは十人にんの者ものと共ともにきて、ゲダリヤを撃うち殺ころし、また彼かれと共ともにミヅパにいたユダヤ人ひとと、カルデヤびとを殺ころした。 26そのため、大小だいしょうの民たみおよび軍勢ぐんぜいの長ちょうたちは、みな立たってエジプトへ行いった。彼かれらはカルデヤびとを恐おそれたからである。
    


    
      27ユダの王おうエホヤキンが捕とらえ移うつされて後のち三十七年ねんの十二月がつ二十七日にち、すなわちバビロンの王おうエビルメロダクの治世ちせいの第だい一年ねんに、王おうはユダの王おうエホヤキンを獄屋ごくやから出だして 28ねんごろに彼かれを慰なぐさめ、その位くらいを彼かれと共ともにバビロンにいる王おうたちの位くらいよりも高たかくした。 29こうしてエホヤキンはその獄屋ごくやの衣ころもを脱ぬぎ、一生いっしょうの間あいだ、常つねに王おうの前まえで食事しょくじした。 30彼かれは一生いっしょうの間あいだ、たえず日々ひびの分ぶんを王おうから賜たまわって、その食物しょくもつとした。
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